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ヒルサイドテラス　設計：槇総合計画事務所（槇文彦）

　1960年代、ヒルサイドテラスの敷地は代官山と呼ばれる武蔵野
の面影を残す郊外にある、緑が多く傾斜した細長い土地でしかな
く、朝倉家は数軒の木造住宅を所有しているだけだった。
　計画内容や建設方法は異なるものの、ヒルサイドテラスの建築
群を様々なフェイズでデザインするうえでいくつかのテーマは一貫し
ていた。もっとも重要視していたのは、内部空間と外部空間をともに
いかに親密に感じることができるかというテーマである。次に重要な
テーマは、ファサードと街路の間の相互作用であり、歩道を人々の
活動の場としてとらえることであった。共用の歩行者エリアは、その
周りに集められた商店への移行空間として位置づけられている。
　この建築群の様々なフェイズは、それぞれの時代の建設方法と日
本の伝統的な作法、すなわち与えられた敷地の性格や境界に敬意
を払うという設計手法とをどのように統合するかを常に検討していた
という点で、さらに統一感をもったものとなっている。ヒルサイドテラス
の場合は、敷地の持つ歴史的な背景が重要だった。小さな杜が古
墳の上に建てられており、東京が小さな漁村でしかなかった7世紀
頃からこの土地は人々の住まいであったことがわかる。古代から続く
場の精神を受け継ぐことがこの計画の重要なコンセプトを形成して
いたからこそ、多くのフェイズを経た後でも、単一の建物では実現で
きないような時を経た変化という感覚を表現できているのだと思う。

上空からの写真　撮影：ASPI
所 在 地：東京都渋谷区
完 成 年：1969‒1992年
用　　途：店舗・ギャラリー・集合住宅・

事務所・ホール
敷地面積：AB棟／7,167㎡・C棟／

7,167㎡・DE棟／7,319㎡・
F棟／1,979㎡・G棟／993㎡・
H棟／331㎡

延床面積：AB棟／1,849㎡・C棟／
2,436㎡・DE棟／5,105㎡・
F棟／5,140㎡・G棟／2,726㎡

構造設計：ABC棟／山杞設計
  DEFG棟／青木繁研究所 
設備設計：ABC棟／桜井建築設備研究所

DEFG棟／総合設備計画
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

戦
後
、
私
た
ち
は
身
近
な
場
所
に
誰
も
が
気
軽

に
集
え
て
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
公
共
的
な
空
間

を
ど
の
く
ら
い
蓄
積
し
、
共
有
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
唐
突
な
問
い
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

い
ま
だ
に
着
地
点
が
不
透
明
な
ま
ま
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
新
国
立
競
技
場
に
注
目
が
集
ま
っ
た

の
も
、
激
変
す
る
東
京
の
中
心
部
で
奇
跡
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
き
た
明
治
神
宮
外
苑
の
緑
豊
か
な
都

市
公
園
に
人
々
が
愛
着
を
抱
い
て
き
た
か
ら
な
の

だ
と
思
う
。
そ
ん
な
関
心
も
あ
っ
て
、
こ
の
四
月

に
、
神
奈
川
県
川
崎
市
に
一
九
七
九
年
に
竣
工
し

た
川
崎
市
民
プ
ラ
ザ
と
呼
ば
れ
る
総
合
市
民
施
設

を
訪
れ
た
。
一
度
は
触
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
公
共
的
な
空
間
を
内
包
す
る
建
物
で
あ
る
。

　

敷
地
は
川
崎
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
丘
陵

地
の
一
画
に
あ
る
。
渋
谷
か
ら
南
西
に
向
っ
て
走

る
東
急
田
園
都
市
線
の
梶
ヶ
谷
駅
で
下
車
し
、
住

宅
地
を
通
り
抜
け
る
緩
や
か
な
坂
道
を
十
五
分
ほ

ど
歩
く
と
、
巨
大
煙
突
の
あ
る
清
掃
工
場
に
隣
接

す
る
緑
地
の
中
に
、
赤
い
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
の
外
壁

に
ガ
ラ
ス
屋
根
を
載
せ
た
建
物
が
見
え
て
く
る
。

四
つ
の
寄
棟
型
の
結
合
か
ら
な
る
大
き
な
ガ
ラ
ス

屋
根
は
、
こ
の
施
設
の
内
部
空
間
を
暗
示
す
る
美

し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
見
せ
て
い
る
。
平
面
図
を
見

る
と
、
建
築
面
積
の
約
四
分
の
一
の
大
き
さ
を
占

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
、
建
物
に
近
づ
く
と
ガ
ラ
ス
屋
根
は
次
第
に

隠
れ
て
し
ま
い
、
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
の
外
壁
に
囲
ま

れ
た
堅
実
な
表
情
に
収
束
し
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
で
も
、
中
へ
入
っ
て
進
む
と
一
気
に
視
界

が
開
け
、
三
層
吹
き
抜
け
の
明
る
い
広
場
が
目
の

前
に
現
れ
る
。
天
空
か
ら
は
、
日
よ
け
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
作
業
床
を
兼
ね
た
銀
色
の
格
子
状
の
床

版
ご
し
に
柔
ら
か
な
自
然
光
が
降
り
注
ぐ
。
ガ
ラ

ス
屋
根
は
、
周
囲
の
建
物
か
ら
自
立
し
た
四
本
の

鉄
骨
柱
と
、
樹
木
の
も
つ
有
機
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

モ
チ
ー
フ
に
曲
線
を
描
く
放
射
状
の
鉄
骨
ト
ラ
ス

に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
下
の
広
場
で
は
子
供

た
ち
が
走
り
回
り
、
そ
れ
を
周
囲
の
ベ
ン
チ
に
座

る
人
た
ち
が
見
守
る
。
こ
の
中
央
の
広
場
を
取
り

巻
く
よ
う
に
、
五
〇
〇
席
の
小
劇
場
、
開
閉
式
の

ガ
ラ
ス
屋
根
を
持
つ
温
水
プ
ー
ル
、
体
育
館
、
浴

室
や
大
広
間
、
会
議
室
や
和
室
な
ど
が
立
体
的
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
空
間
構
成
は
明
快
だ
。

　

こ
の
建
物
の
基
本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、

文
化
・
学
習
、
体
育
、
福
祉
機
能
を
一
体
化
さ
せ

た
市
民
参
加
型
の
総
合
市
民
施
設
の
実
現
と
い
う

目
標
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
交
流
を
象
徴

す
る
空
間
と
し
て
、
隣
接
す
る
清
掃
工
場
か
ら
出

る
ゴ
ミ
焼
却
の
余
熱
を
利
用
し
た
全
天
候
型
の
屋

内
広
場
が
創
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
基
本

構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
建
築
評
論
家
の
川

添
登
や
横
浜
市
技
監
の
田
村
明
ら
が
議
論
に
加
わ

り
、
設
計
は
、
市
長
の
提
案
に
よ
り
、
川
崎
市
建

設
局
と
神
谷
・
荘
司
計
画
設
計
事
務
所
の
協
同
設

計
で
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、照
明
に
石
井
幹
子
、

サ
イ
ン
計
画
に
剣
持
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、
音
響
設

計
に
石
井
聖
光
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
粟
津

潔
が
協
力
す
る
な
ど
、
万
全
の
体
制
も
整
え
ら
れ

て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
基
本
構
想
か
ら
三
年
の

年
月
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

設
計
チ
ー
ム
を
率
い
た
神
谷
宏
冶
︵
一
九
二
八

～
二
〇
一
四
年
︶
は
、後
年
、持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
実
践
者
を
紹
介
す
る
著
書
の
中
で
こ
の

建
物
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
﹁
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
こ
の
よ
う
な
多
目
的

で
総
合
的
な
内
容
の
施
設
は
前
例
が
な
く
、
実
現

に
至
る
ま
で
に
川
崎
市
の
予
想
外
の
苦
労
が
あ
っ

た
。
文
化
・
学
習
、
体
育
施
設
は
文
部
省
、
福
祉

施
設
は
厚
生
省
、
宿
泊
施
設
は
労
働
省
の
管
轄

で
、
補
助
金
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
﹁
別
々
に
建
て

ろ
。
さ
も
な
い
と
補
助
で
き
な
い
﹂
と
い
う
当
然

だ
が
バ
カ
げ
た
返
事
。
困
り
果
て
た
市
長
は
各
省

の
補
助
金
に
頼
ら
ず
厚
生
年
金
融
資
と
市
の
予
算

を
足
し
て
、
よ
う
や
く
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で

あ
る
。﹂︵﹃﹁
成
長
の
限
界
﹂
か
ら
カ
ブ
・
ヒ
ル
村

へ
﹄
生
活
書
院
二
〇
〇
七
年
︶

　

そ
し
て
、
同
じ
著
書
の
後
書
き
に
は
、
現
代
文

明
へ
の
違
和
感
と
戦
争
の
記
憶
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
﹁
東
京
の
夜
景
は
素
晴
ら
し
い
。︵
中
略
︶
夜
、

銀
座
や
新
宿
の
路
上
に
立
っ
て
、
色
と
光
が
ひ
し

め
く
街
並
み
を
見
回
す
の
も
悪
く
な
い
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
て
い
て
、
石
油
文
明
の
絶
頂
に

立
ち
あ
え
た
高
揚
感
を
覚
え
る
。
し
か
し
、
油
田

か
ら
噴
き
出
す
炎
を
連
想
す
る
と
、
灯
が
火
に

な
っ
て
街
全
体
が
燃
え
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
に
一
転

す
る
時
が
あ
り
、
思
わ
ず
灯
の
少
な
い
裏
通
り
へ

駆
け
込
み
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

私
の
体
に
染
み
付
い
た
、
悪
い
癖
だ
。

　

東
京
の
両
国
と
い
う
街
で
私
は
育
っ
た
。︵
中

略
︶
一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
で
、

父
と
私
は
火
に
囲
ま
れ
な
が
ら
暗
が
り
を
求
め
て

逃
げ
回
り
、
我
が
家
か
ら
四
キ
ロ
も
離
れ
た
小
学

校
の
校
庭
の
プ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
で
、
か
ろ
う
じ

て
生
き
残
っ
た
。︵
中
略
︶
あ
ら
か
じ
め
落
ち
あ

う
場
所
を
決
め
て
、
燃
え
上
が
る
我
が
家
か
ら
先

に
逃
が
し
た
、
母
と
姉
と
弟
た
ち
と
再
会
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
と
体
験

が
生
ん
だ
条
件
反
射
で
あ
る
。﹂

　

こ
の
よ
う
な
苛
酷
な
経
験
を
経
て
、
戦
後
の
神

谷
は
、丹
下
健
三
の
下
で
香
川
県
庁
舎︵
一
九
五
八

年
︶
や
代
々
木
屋
内
総
合
競
技
場
︵
一
九
六
四

年
︶
な
ど
主
要
な
仕
事
を
担
当
し
、
独
立
後
、
こ

の
市
民
が
寄
り
集
う
建
築
に
全
力
を
注
い
だ
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、人
々
が
安
心
し
て
交
流
で
き
、

長
く
愛
さ
れ
る
確
か
な
公
共
空
間
を
求
め
た
強
い

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。﹁
市
民

プ
ラ
ザ
﹂
と
い
う
言
葉
が
ど
こ
か
空
し
く
響
く
時

代
の
中
で
、
神
谷
が
追
求
し
た
公
共
的
な
空
間
の

価
値
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
た
い
と
思
う
。

3階回廊から市民プラザを見下ろす

建物正面全景

川崎市民プラザ　1979 年
広場を内包する建築に託したこと

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

の子育て施設を改修する際の、床や壁の内装
等を木質化するための工事費等を補助する「子
育て施設木のぬくもり推進事業」を実施します。
受付期間　平成28年4月25日（月）〜
　　　　　平成28年6月21日（火）
対象施設

大阪府内の幼稚園、認可保育所、認定子ども園、
地域型保育事業を行う事業所（保育者の居宅又
は保育を必要とする子どもの居宅は除きます。）

補助率　木質化に要する経費の1/2以内
（補助上限額：1施設当り250万円）

詳細は、以下のホームページをご覧ください。
問合　大阪府環境農林水産部森づくり課
　　　森林支援グループ
　　　Tel. 06-6210-9556（直通）
http://www.pref.osaka.lg.jp/midorikikaku/
shinrinkankyozei/index.html

チャリウッド2016〜ちゃやまち大航
海時代！幕開け
茶屋町全体をイベント空間とする大阪の新名
物「街あそび」
5/14 〜15

2014年にスタートした「チャリウッド」は、街や施
設を使った新しいエンターテイメント企画です。
今年のテーマは「船」。海・島・旅・水などのイメー
ジを織り込んで茶屋町をハリウッドのように華や
かに楽しく盛り上げていきます。
主催　チャリウッド2016実行委員会
企画運営／制作　毎日放送
日時　5月14日（土）、15日（日）  11：00〜18：00
場所　阪急梅田駅・茶屋町 周辺
※併催「槇 文彦展」（NU茶屋町にて4/21〜
　5/29開催中）
※5月13日（金）にプレイベント「槇 文彦 
　講演会開催／大阪市中央公会堂」
チャリウッド2016イベント内容
・みんなでつくろう「LEGOモザイクアート」
・謎解きゲーム「大海賊キャプテン・チャリ
ウッド秘密の宝島」

・全長8.5m・茶屋町の時空をめぐる「カミの舟」
大阪工業大学工学部空間デザイン学科学生と
段ボール工芸家 島英雄氏のコラボレーション

・ヤンマーのコンセプトクルーザー 大公開!
ほか多彩なイベントが満載、ご家族でご参加ください。

省エネ基準適合義務化と遵法性調
査の事例と最新動向の無料セミナー

（大阪開催）
5/26 

建築物省エネ法に基づく省エネ基準適合義務
化と省エネ性能表示努力義務の概要、遵法性
調査事例を中心とした最新の動向についての
セミナーを実施します。

庭づくり入門!
〜日陰植物と多肉植物〜
6/11　CPD3単位（予定）

平成27年12月以降に入会された会員の皆様
を歓迎し、庭づくりのセミナーと合わせて寄せ植
え体験を企画致しました。今回は日陰植物と多
肉植物を取り上げます。「家庭」の文字が示す
ところの、「家」づくりには欠かせない「庭」づくり
の極意を学んだ後は、屋久島の流木のオブジェ
（土台）に多肉植物を寄せ植えてみましょう。
日時　6月11日（土）　13：30〜16：00　
場所　㈱荒木造園設計本社　
　　　池田市鉢塚2-10-11
最寄駅　阪急石橋駅
講師　㈱荒木造園設計次長　槇村吉高
定員　50名（申込先着順・但し、入会半年以
　　　　　  内の方優先）
参加費　会員4,500円　会員外5,500円
　　　　（材料費含、持帰り可）
申込締切　6月8日（水）

シニアサロン 第58回
奥田邸とがんこ平野郷屋敷
見学・懇親会
6/20　CPD2単位（予定）

奥田邸は大和棟への移行前の姿をとどめ、釘を
全く使わない組み木の工法で調和した美しさと
豪農としての風格をもった、400年近くの歴史
を持つ建物です。
また、がんこ平野郷屋敷は鞍作村の豪農・辻元
家の本宅として、江戸初期に建設された近世
和風建築です。両建築の見学会を開催します。
日時　6月20日（月）　14：20〜19：00
集合　14：20 JR大和路線 加美駅 改札口外
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
懇親会費　4,000円

平成28年度子育て施設木のぬくも
り推進事業の事業者募集

大阪府内の幼稚園や保育所、認定こども園等

建築士法にもとづく建築技術講習会
大阪府知事指定講習
基礎ぐい工事ガイドライン等講習会
6/14　CPD4単位（予定）

国土交通省は平成28年3月4日に、横浜の基
礎杭工事の問題を受けて、基礎杭工事の遵守
内容を定めた「告示」、「基礎ぐい工事における
工事監理ガイドライン」、「設計や建築基準法
上の中間検査における留意点」を発表しまし
た。本講習会では、国交省の担当官や、既製
杭工事の施工・監理に携わっている技術者、地
盤調査の専門技術者等を講師にお招きし、ガイ
ドラインの内容を解説するとともに、地盤調査
や既製杭の施工管理のありかた、技術的トラブ
ルを未然に防ぐ方法などについて解説していた
だきます。尚、本講習会は法定講習とは異なり
受講は任意です。
日時　6月14日（火）　13：00〜17：10
会場　大阪YMCA国際文化センター2階
最寄駅　地下鉄四ツ橋線肥後橋駅
内容　基礎ぐい工事ガイドライン・中間検査の

留意点等
 地盤調査の方法と留意点
 基礎杭の設計・施工方法と施工の留意点
 基礎杭工事施工管理の留意点
定員　200名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員5,000円
　　　　一般8,000円

監理技術者講習受講修了者・申込者
は、監理技術者講習の一環として無料

建築士法にもとづく建築技術講習会
木造建築の構造設計・耐震診断・
耐震補強設計の事例紹介
〜限界耐力計算による伝統的な軸組構法の
耐震性能評価〜
6/17　CPD4単位

「大阪府木造住宅の限界耐力計算による耐震
診断・耐震改修に関する簡易計算マニュアル」
による構造設計、耐震診断および耐震補強設
計の具体的な事例を4例紹介します。
なお事例2の京町家および事例3の大阪市内
の町屋は、耐震補強設計を担当した意匠設計
技術者が説明します。
日時　6月17日（金）　13：30〜17：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　限界耐力計算による耐震性能評価の

概説、各事例の概要紹介
 事例1. 新築木造住宅の構造設計
 事例2. 京町家の耐震改修
 事例3. 大阪市内の町屋の耐震改修

事例4. 寺院建築の耐震診断、土壁の解析
と設計法、摩擦係数試験に関する
見解、耐震シェルターの復元力特性

定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円  一般5,000円
テキスト 「伝統的な木造軸組を主体とした木造

住宅・建築物の耐震性能評価・耐震補
強マニュアル第6部」　別途3,000円

主催　日本ERI㈱・㈱ERIソリューション
日時　5月26日（木）　14：00〜16：30
会場　TKPガーデンシティ東梅田バンケット3A
　　　大阪市北区曽根崎2-11-16
最寄駅　地下鉄東梅田駅
参加費　無料　定員　100名
問合　㈱ERIアカデミー Tel.03-5775-7848
http://www.j-eri.co.jp

2015年改訂版
「再使用の可能性を判定し、復旧
するための震災建築物の被災度区
分判定基準および復旧技術指針
講習会（全構造編）」

（第1会場）6/15、（第2会場）6/22

（一社）大阪府建築士事務所協会では（一財）日
本建築防災協会との共催により、平成17年より
被災度区分判定及び復旧業務を行うことができ
る建築士を育成することを目的に標記講習会を実
施してきました。この度、（一財）日本建築防災協
会による本講習テキストの大幅改訂を機に、より多
くの建築士事務所（建築士）が今後起こり得る震
災への対応に備えるべく、本講習会を実施します。
日時　（第1会場）6月15日（水）  10：00〜16：20
　　　（第2会場）6月22日（水）  10：00〜16：20
会場　（第1会場）大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市和泉町2-1-11
　　　（第2会場）大阪府建築健保会館5階会議室
　　　大阪市和泉町2-1-11
受講対象　建築士事務所に所属する一級・二級・木
　　　　　造建築士、建築および防災関係の職員
定員　両会場とも100名（定員になり次第締切）
受講料　大阪士会員5,400円（テキスト代別・税込）
受講修了者で希望する建築士に技術者証発行

（必要書類有。別途手数料1,000円）
テキスト（一財）日本建築防災協会発行の
 「2015年改訂版 再使用の可能性を判

定し、復旧するための震災建築物の被災
度区分判定基準および復旧技術指針」

定価　7,776円（税込）
問合・申込　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　　　 Tel.06-6946-7065   
http://www.oaaf.or.jp/

既存住宅・空家トータルプロデューサー
基礎講座&資格認定
6/18　CPD5単位（予定）

既存住宅・空家の現状把握から空家管理・利
活用・除却等に関する情報、補助・助成制度、
権利関係、関連税法、不動産鑑定など多様な
視点から、住宅所有者にトータルに提案ができ
る人材の育成を目的とし、認定試験に合格され
た方に認定証を発行します。
日時　6月18日（土）　9：15〜16：45
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
最寄駅　地下鉄谷町4丁目駅
定員　100名（先着順受付 定員なり次第締切）
参加費　20,000円（テキスト、認定試験、
　　　　　　　　　認定証（3年間有効）含）
問合　既存住宅・空家プロデュース協会
　　　Tel.06-6948-8313
http://h-produce.org/

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
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建築士法にもとづく建築技術講習会
木造建築の新潮流〜大規模化と
CLT工法
CLT工法の現状と将来性、国土交通省CLT
構造設計基準と基準強度告示の解説
6/3　CPD2単位（予定）

CLT（JAS名称 直交集成板）は木材の繊維方
向を層ごとに直交させて接着したパネルです。
我国では杉を中心に開発が進み、強固で安定
した構造材で耐震性に優れ、設計施工の省力
化と工期短縮を可能とする工法として研究が
進展しました。
CLT材料の品質及び強度と、CLT部材等の燃
えしろ設計についての改正が、2016年3月31
日に、引き続いてCLTを用いた建築物の一般
設計法の新設が、2016年4月1日に公布・施行
されたことを受けて、飛躍的に普及が進むもの
と期待されています。
最新の情報提供と具体的な技術基準、申請、
構造計画から詳細設計、コスト管理まで詳細に
解説します。
日時　6月3日（金）　18：00〜20：30 
　　　17：30開場
会場　TOTO テクニカルセンター大阪 
　　　大阪市中央区久太郎町 3-6-8 
　　　御堂筋ダイワビル2階 
最寄駅　地下鉄本町駅  
内容　・総括「海外におけるCLT構造と日本
　　　 での展開」
　　　　講師　五十田 博 
　　　　（京都大学生存圏研究所 教授）
　　　・工法と告示「CLTを用いた建築物の
　　　 構造設計基準について」
　　　　講師　中川貴文 
　　　　（国土交通省 国土技術政策総合研究所 建築
　　　　 研究部 材料・部材基準研究室 主任研究官）
　　　・事例紹介「CLTを用いた5階建てビル
　　　 の構造設計」
　　　　講師　川原重明
　　　　（株式会社 木質環境建築 代表取締役）
司会　徳岡浩二
　　　（大阪府建築士会理事）
定員　80名
参加費　本会会員2,000円
　　　　後援団体会員3,000円  一般4,000円

第2回鑑定業務支援分科会セミナー
建築紛争に巻き込まれないためにすべきこと
6/6　CPD2単位（予定）

大阪府建築士会では建築紛争解決や鑑定に
必要な専門知識をもつ人材の育成に力を注い
でいます。今回、建築士を対象に調停員や審
査会など経験豊富な委員による第2回目のセミ
ナーを企画いたしました。
日時　6月6日（月）　18：00〜20：00
会場　大阪府建築健保会館5階会議室
内容　パネルディスカッション
　　　「建築士の失敗事例検証」
パネラー　津村泰夫（本会鑑定業務支援分科会委員）
　　　　 南勝喜（本会同分科会委員）
　　　　 三浦直樹（弁護士）
コーディネーター
　橋本頼幸（本会同分科会理事）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　50名（申込み先着順）

※簡易書留での郵送又は、事務局に持参下さい。
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

監理技術者講習
（管理技術者以外の方も受講可能）
5/11、6/22、7/12、8/9、9/27、10/13、11/22、12/16
CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひ受講下さい。
日程 5/11（水）、6/22（水）、7/12（火）、

8/9（火）、9/27（火）、10/13（木）、
11/22（火）、12/16（金）

時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html
※詳細は、同封の案内チラシをご覧下さい。

建築士法にもとづく建築技術講習会
市立吹田サッカースタジアムの設
計、施工の説明と見学会
5/27　CPD3単位

「市立吹田サッカースタジアム」は、日本初の寄
付金だけで建設された話題のサッカー専用競
技場です。サポーターとプレイヤーの距離を縮め
るコンパクトな構成は、欧州水準の観戦環境を
実現するとともに、長寿命でメンテナンスフリー
な材料によるデザインとあわせて、施設運営・維
持管理の最小化を実現しています。本講習会
では、本建物の設計・施工担当者から様々な新
技術について解説していただきます。
日時　5月27日（金）　14：00〜17：00
会場　市立吹田サッカースタジアム 会議室
集合場所　チラシ参照
最寄駅　大阪モノレール万博記念公園
内容　全体計画説明、構造計画説明、設備計画
　　　説明、施工計画説明、建物見学・質疑応答
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円　
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円　学生1,000円

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等
（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。
（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成28年度定時総会・式典・懇親会
5/25

平成27年度定時総会を開催します。
委任状、議案書は本号に同封しております。
本総会が成立するには、総正会員の1/3以上
のご出席（委任を含む）が必要となります。
正会員様がご欠席の際は、委任状裏面の出欠
票にご署名いただき必ず本会にご返送ください。
準会員･特別会員･賛助会員様は、総会の議
決権はございませんが、記念講演会、式典･表
彰式、懇親会にふるってご参加下さい。
日程　5月25日（水）
会場　ホテル大阪ベイタワー4階
　　　大阪市港区弁天1-2-1
スケジュール
　定時総会　14：30〜15：30
　式典・表彰式　15：45〜16：35
　・来賓祝辞拝受
　・第60回大阪建築コンクール表彰
　・第8回建築人賞表彰
　・名誉会員称号授与・永年会員表彰
　記念講演会　16：50〜17：50
　・講師　西沢立衛氏
　 テーマ　環境と建築について
　懇親会　18：00〜19：30
　会費　6,000円　要事前申込
展示　第60回大阪建築コンクール受賞作品
　　　パネル展示
　　　第8回建築人賞受賞作品パネル展示

建築家 槇文彦展
未来へのメッセージ 
槇文彦＋槇総合計画事務所の50年
4/21〜5/29

槇文彦氏の半世紀にわたる作品をはじめ最近
の作品を、模型、図面、スケッチ、映像などを通し
て紹介する展覧会を開催します。
また、これに合わせて講演会も開催します。
■建築家 槇文彦展
　日時　4月21日（木）〜5月29日（日）
　　　　11：00〜21：00（最終日17：00まで）
　　　　5月16日（月）休館
　会場　NU_茶屋町地下1階
　　　　大阪市北区茶屋町10-12
　入場料　無料
■槇文彦 講演会　CPD2単位（予定）
　テーマ　ヒューマンな環境の構築を目指して
　日時　5月13日（金）　18：30〜20：00
　　　　（開場17：30）
　会場　大阪市中央公会堂大集会室
　　　　大阪市北区中之島1-1-27
　入場料　無料（予約制）
申込　本会ホームページからお申込下さい。
　　　展覧会場でも受付ます。
※詳細は、同封の案内チラシをご覧ください。

平成28年一級建築士試験案内

◇受験申込の配布
　期間　4月1日（金）〜5月16日（月）
　　　　（土、日、祝日は除く。但し5/14（土）、
　　　　 5/15（日）は配布します。）
　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　5月12日（木）〜5月16日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　7月24日（日）
◇設計製図試験日　10月9日（日）

平成28年度建築士定期講習
7/4、8/23、9/28　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。
本年度は平成25年度の本講習受講者や、建
築士試験の合格者が対象となります。
未受講者は懲戒処分の対象となりますので必
ず受講してください。
日程
　7/4（月）　 定員300名  会場コード5C-51
　8/23（火）  定員100名  会場コード5C-02
　9/28（水）  定員100名  会場コード5C-52
会場　7/4　大阪国際会議場
　　　8/23、9/28　大阪府建築健保会館
時間　9：30〜17：30
申込書必着日
　7/4（月）講習　5/30（月）
　8/23（火）講習　7/19（火）
　9/28（水）講習　8/24（水）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 3/22 大阪市立大学優秀卒業生表彰
  3/23 ～ 25　釜山市建築士会50周年総会
 3/30 大阪建築防災 C 吉田理事長面談
 3/31 岬町副町長面談　　
  建設専門紙記者会見
 4/1 建築士会連合会女性委員会懇話会
 4/7 近畿 2 府 4 県建築士会会長会議
 4/19 米国建材メンバーとの意見交換
 4/20 正副会長会議
  理事会　
  槇文彦展オープンセレモニー 
 

3 月 31 日に建設専門新聞社 6 社の記者
を本会に招き、本会会長及び 4 人の副会
長が出席して記者会見を行いました。
会見では、平成 27 年度第 60 回大阪建築
コンクール入賞者の発表、槇文彦氏の展
覧会 ･ 講演会の実施、建築関連学校優秀
卒業生表彰者の公表、府内 43 市町村首長
訪問状況の他、建築相談、耐震事業、イ
ンスペクション、ヘリテージなどの平成 27
年度の活動実績について説明しました。

5 月 25 日（水）に開催する平成 28 年度
定時総会時の記念講演講師を西沢立衛氏
にお願いすることが決定しました。
西沢氏は、プリツカー賞をはじめ、豊島
美術館では日本建築学会作品賞・村野藤
吾賞を受賞されるなど、現在の建築界に
おいて活躍が顕著な建築家です。

「環境と建築について」のテーマで、現
在進行中のプロジェクト等を映像で紹介
しながら、どのような方向性で建築を考
えているのかなどをお話いただきます。

平成 28 年の二級・木造建築士試験申込
の受付が 4 月 11 日（月）に終了しました。
今年の大阪における申込者数は、イン
ターネット・郵送を含めて、二級学科が
1,881 名（昨年 1,822 名）、二級設計製図
が 283 名（昨年 311 名）、木造学科が 77
名（昨年 73 名）、木造設計製図が 13 名（昨
年 3 名）でした。
なお、一級建築士試験の受付は、5 月 12
日（木）～ 5 月 16 日（月）に行います。

4 月 21 日（木）～ 5 月 29 日（日）まで
39 日間にわたって開催する「槇文彦展」
のオープニングセレモニーを 4 月 20 日

（水）に槇文彦氏をお招きして行いました。
セレモニーでは、岡本会長の主催者挨拶、
後援をいただいている大阪府の越智正一
公共建築室長及び、協賛企業の代表とし
て竹中工務店の門川清行副会長、引き続
いて槇文彦氏の挨拶がありました。
槇氏は挨拶の中で、これまで世界中の美
術館で展覧会を行ってきたが、一般の人
が多く訪れる梅田の NU 茶屋町で展覧
会を開催できることは意義深いことであ
り、新しいヒューマニズムが求められて
いる現在、未来へのメッセージの 1つの
回答として、設計活動を通じて環境を豊
かにすることの重要性を語られました。

米国ワシントン州政府商務局担当者及
び、非営利建材業界団体エバグリーン

（EBPA）の住宅建材メーカーや輸出業
者がプロモーションのため来日してお
り、米国側からの要請で、4 月 19 日（火）
南港の ATCにおいて、本会岡本会長を
はじめとする選抜メンバー 15 名が出席
して、木材や木製品を中心とした意見交
換 ･ 交流会を行いました。
会議では、米国側から建材の日本への輸
出拡大に向けた現状分析、活用事例、課
題などについて、また、士会側から、㈱
HTAデザイン事務所の高原浩之氏（元
シーザペリー事務所勤務）が日本の木材
活用事例や品質管理等の現状についてそ
れぞれ発表を行いました。
フリーディスカッションでは、両国の住
宅市場動向やトレンド、それぞれの興味
のあるトピックなど、双方向の情報交換
を行い、親密な交流会となりました。

本会の相談分科会の相談委員が毎日実施
している、平成 27 年度の消費者等を対象
とした電話による建築相談件数は 538 件、
面接相談が 25 件、現地相談が 45 件、合
計相談件数 608 件（昨年 601 件）でした。
相談の多い分野は、「リフォーム」85 件、

「品質・瑕疵保証・保険」98 件、｢新築 ･
建築に考え方｣ 75 件であり、その内容
では施工者や近隣等との紛争関係が 202
件と最も多くなっており、建築士が紛争
に巻き込まれるケースもあります。
本会の建築相談は建築技術者からの相談
にも対応しますので、ご活用ください。

動静レポート

左：米国連邦政府商務省  Gary Stanley 氏
右：ケースデザイン･リモデリング社  Bill Millholland 氏
中央：岡本会長

槇文彦展のオープンセレモニーを開催

「槇文彦展」実行委員会

平成 27 年度建築相談件数

社会貢献委員会

アメリカ建材ミッションメンバーとの
意見交換

事業委員会

二級・木造建築士試験受付終了

運営委員会会長動静

右：岬町中口副町長　左：岡本会長

上中央：槇文彦氏　　　　下：会場案内にサイン

建設専門紙記者会見を開催

運営委員会

定時総会時の記念講演講師は
西沢立衛氏に決定

運営委員会
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高齢社会を迎えた今、より豊かなシル
バーライフを実現するために、さらには
これから家づくりを考えている全ての
方の参考になればという思いで「安心・
安全・安らぎの家」と題した小冊子を
2016 年 3 月末に発行しました。
この冊子は、2000 年に初版として発刊
したものを、時代の移り変わりに合わせ
て内容の見直しを行い、「新版」として
の再発行を目指したもので、（公財）建
築技術教育普及センタ―による平成 27
年度普及事業助成に採択されました。
住まいは誰もが快適に暮らし続けること
が重要なポイントであり、ほんの少し配
慮を加えるだけでも、長くすみ続けるこ
とができます。この冊子を読んでいただ
いて、自分や家族にとってどのようにす
れば一番良いのかを考える上で参考にし
ていただければ幸いであると考えており
ます。
従来の冊子では、玄関・アプローチ、階段・

穏やかな春のお天気が続いていましたが
「川から見る大阪の建築クルーズ」の開
催日に春の嵐の予報。参加者から「実施
するのか ？！」と多数の問い合わせが・・・
幸いにも春の嵐の来襲は遅れていて、乗
船時には雨も上がっていました。
集合は、難波の湊町リバープレイス船
乗場です。午後 0 時 30 分、予定通り 40 
人を乗せて出航。すぐにガイド役の桂歌
之助さんの軽快な解説が始まります。
歌之助さん、今回は「建築士会がお客さ
ん」ということで、川沿いの主だった建
築をしっかり勉強してこられたそうです。
さて、船はしばらく西へ進み、道頓堀水
門で「ミニパナマ運河」を体験した後、
京セラドームを見ながら木津川を上り、
堂島川に入り日本銀行大阪支店、大阪市
役所、中央公会堂など中之島の建築群を

Topics

廊下、トイレ、洗面・脱衣室、浴室、台所、
寝室、手すりをつけるなど、主に住まい
のハードの部分に着目した内容でした。
今回は温熱、光、色、音、空気、ライフ
スタイル項目を新設し、「環境」という
新しいソフトの部分での注意事項やアド
バイスを盛り込んだ内容としました。ま
た、説明には、高齢者に内容を十分理解
していただくために、文章を極力少なく
し、イラストを主体にした、わかりやす
い表現としています。

通り過ぎます。
そして、天神橋、天満橋をくぐったとこ
ろで、桜の名所大川端です。雨で春の嵐
の天気予報ということもあってか、大川
端の観光客もまばら・・
雨の日の桜も、風情があっていいもので
すが、船だからこそゆっくりと食事しな
がら愛でることができました。
大川端の桜を堪能したところで船は U
ターン。
帰りは東横堀川を下り、こんどは東横堀
川水門で再び「ミニパナマ運河」の体験。
水辺も賑わう皆さんよくご存知のグリコ
の看板がある道頓堀を進み、湊町リバー
プレイス乗船場に戻りました。
時おり雨が上がったタイミングで窓を解
放して、雨に散ったピンクの川面の桜も
眺められて、クルーズは最高潮に盛り上

新版冊子の企画・編集に当たっては、7
月初めから 16 回の編集会議を経て完成
させた、女性分科会編集チームの力作で
す。なお、冊子は無料で配布する予定を
しておりますので、ご覧になりたい方は
事務局までお問い合わせください。
今後はこの小冊子を広く知ってもえるよ
う市民向けセミナーを実施し、社会に向
けてアピールを続けていきたいと考えて
います。

がりました。
また「大阪の建築クルーズ」を企画しま
すので、皆さんお楽しみに。

環境とのかかわり
「光」の 1コマ

イラスト  鈴木まり

左：ガイド役の
　　桂  歌之助さん

下：中之島の
　　大阪市中央公会堂

冊子「安心・安全・安らぎの家」【新版】の発行

山本尚子（理事・女性分科会編集チーム代表）

大阪市 4地域合同「川から見る大阪の建築クルーズ」に参加して
期間：平成 28年 4月 7日（木）　　参加者：40名

髙岸博之（地域分科会委員）
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築
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大
阪
府
建
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四
月
二
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日
よ
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五
月
二
九
日
ま
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Ｎ
Ｕ
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﹁
建
築
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槇
文
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＋
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総
合
計
画
事
務
所
の
五
〇
年
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催
中
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は
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会
の
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催
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記
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し
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記
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築
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の
あ
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方
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。
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別
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タ
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槇
文
彦
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モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
観
察
者
と
し
て
の
槇
文
彦

荒
木　

槇
先
生
は
長
い
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
モ
ダ

ニ
ズ
ム
を
絶
え
ず
世
界
的
な
広
が
り
の
中
で
観

察
さ
れ
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇

一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
﹁
漂
う
モ
ダ
ニ
ズ

ム
﹂︵
注
１
︶
の
中
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
現
状

を
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
モ
ダ

ニ
ズ
ム
と
の
出
会
い
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね

る
中
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
た
の
か
、
現
在
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
感
じ
ら

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

槇　

近
代
建
築
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
考
え

た
と
き
に
、
私
も
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
傑
作
と
の
出
会
い
も
そ
の
一
つ
で

し
た
。
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
サ
ヴ
ォ
ア
邸

︵
一
九
三
一
年
︶や
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー

エ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
パ
ビ
リ
オ
ン
︵
一
九
二
九

年
︶、
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
邸

︵
一
九
二
四
年
︶、
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
の
フ
ァ
ン
・

ネ
レ
工
場
︵
一
九
三
一
年
︶、
そ
れ
ら
は
や
は
り

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
原
点
み
た
い
な
も
の
な
の
で
、

今
見
て
も
非
常
に
新
鮮
な
ん
で
す
よ
ね
。
た
だ

形
態
が
新
鮮
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
な
ぜ
そ

う
い
う
も
の
を
つ
く
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ

の
建
築
家
の
姿
勢
み
た
い
な
も
の
に
対
し
て
新

鮮
さ
を
感
じ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
今
、
じ
ゃ
あ

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
と
い
う
課
題
に
対

し
て
い
つ
も
何
か
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
そ

の
と
き
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
初
期
の
傑
作
は
相
変
わ

ら
ず
非
常
に
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

荒
木　

日
本
の
話
に
戻
す
と
、
槇
先
生
が
幼
少

の
こ
ろ
に
土
浦
亀
城
さ
ん
︵
注
２
︶
の
自
邸

︵
一
九
三
五
年
︶
と
の
出
会
い
と
い
う
、
き
っ

か
け
が
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

槇　

そ
れ
は
自
分
が
建
築
家
に
な
る
前
の
出
会

い
と
し
て
非
常
に
新
鮮
で
し
た
。
子
ど
も
の
こ

ろ
よ
く
親
に
連
れ
ら
れ
て
、
横
浜
に
海
外
の
客

船
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
甲
板
や
細
い
手
す

り
が
ど
こ
か
土
浦
邸
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
、
そ
う
い
っ
た
空
間
体
験
は
非
常
に
重
要
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
今
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
フ

ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル

︵
一
九
二
三
年
︶、
こ
れ
も
当
時
の
私
に
と
っ
て

非
常
に
新
鮮
な
場
所
で
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
、
外
か
ら
眺
め
る
と
い
う
こ
と
は
建
築
家

に
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
。
子
ど
も
の
と
き
の
体

験
と
い
う
の
は
空
間
体
験
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ

れ
が
や
は
り
今
で
も
非
常
に
新
鮮
な
記
憶
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

荒
木　

ま
ず
空
間
体
験
が
あ
り
、
時
が
経
つ
に

つ
れ
建
物
を
外
か
ら
客
観
的
に
見
る
視
点
を
持

た
れ
た
の
で
す
ね
。

槇　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
今
の
話
は
単
体
の

建
築
の
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
日
本

で
は
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海
外
へ

行
け
ば
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
体
験
が
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
は
建
築
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
感
じ
始
め
ま
し
た
。

都
市
・
集
合
体
へ
の
視
線（
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
）

荒
木　

例
え
ば
以
前
の
東
京
、
槇
先
生
の
幼
少

や
若
い
こ
ろ
の
東
京
は
、
今
と
違
っ
た
も
の

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お
感
じ

で
し
ょ
う
か
。

槇　

変
わ
っ
て
い
る
所
と
変
わ
ら
な
い
所
が
当

然
あ
っ
て
、
自
分
の
今
住
ん
で
い
る
所
は
割
合

静
か
な
住
宅
街
で
、
今
で
も
第
一
種
住
居
専
用

地
域
で
高
さ
も
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
に
規
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
た
だ
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
八
〇
年
と
い
う
長
い

時
間
の
中
で
、
集
合
住
宅
が
個
人
住
宅
に
代

わ
っ
て
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
相
変
わ

ら
ず
割
合
静
か
な
場
所
で
、
今
言
っ
た
第
一
種

住
居
専
用
地
域
と
い
う
枠
の
中
で
、
そ
の
ま
ま

保
た
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の
周

辺
は
、
広
い
道
路
に
面
し
た
所
で
高
層
住
宅
と

か
オ
フ
ィ
ス
が
建
ち
始
め
る
と
、
そ
う
い
う
も

の
に
次
第
に
囲
ま
れ
て
い
く
わ
け
で
、
そ
れ
は

様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
商
業
地
区
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
も
う

五
年
や
一
〇
年
で
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
わ

け
で
す
ね
。
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
が
安
定
し
た

都
市
像
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り

最
初
に
第
一
種
住
居
専
用
地
域
内
に
建
つ
と
い

う
こ
と
に
拠
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
か
ら

な
の
で
す
。
あ
れ
だ
け
の
広
い
道
が
あ
る
場
所

だ
と
容
積
率
が
高
く
な
っ
て
、
建
物
も
高
く
な

る
と
い
う
の
が
東
京
で
は
普
通
で
す
。
そ
の
こ

と
が
な
い
と
い
う
の
は
や
は
り
景
観
の
持
続
性

が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
建
築
家
が
や
っ
た

と
い
う
話
よ
り
も
、
そ
の
前
に
あ
る
容
積
率
、

高
さ
の
制
限
と
い
う
法
規
制
は
や
は
り
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
な

ぜ
変
わ
ら
な
い
か
、
な
ぜ
変
わ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
わ

れ
わ
れ
、
都
市
や
建
築
に
取
り
組
む
者
に
と
っ

て
大
事
だ
と
思
う
の
で
す
。

荒
木　

単
体
の
建
築
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を

取
り
巻
く
仕
組
み
を
理
解
し
て
、
そ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

槇　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど

う
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
と
き
に
は
必
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
存
在
は
、
あ
る
事
柄
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
て
い
く
、
あ
る
い
は
反
対
し

て
い
く
こ
と
で
初
め
て
認
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
代
官
山
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
の
場

合
は
、﹁
代
官
山
ス
テ
キ
な
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
﹂
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
異
質
な
も
の
を
そ
ば

に
建
て
よ
う
と
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
異
議
申

立
て
を
す
る
わ
け
で
す
。
お
互
い
が
歩
み
寄
る

と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

代
官
山
に
は
地
域
の
景
観
を
大
切
に
守
る
人
た

ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
や
区
に
認
め
て
も
ら
う
と
、
や
は
り
お
伺

い
を
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
姿
勢
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
こ

ち
ら
が
黙
っ
て
い
る
と
、
向
こ
う
も
黙
っ
て

上段：ファン・ネレ工場
中段：土浦亀城邸
下段：ヒルサイドテラス模型
下段写真提供：槇総合計画事務所

注 1　「漂うモダニズム」：新建築
2012 年 9月号に初出。
注 2　土浦亀城（1897-1996）：
茨城県生まれ。建築家。東京帝国
大学卒業後、帝国ホテル建設のた
めに来日していたフランク・ロイ
ド・ライトに師事。1932 年に土
浦亀城建築事務所を開設。代表作
に野々宮ビル、強羅ホテルほか。
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上段：東京計画 1960
下段：群造形

注 3　「東京計画1960」：1961年
に建築家・丹下健三が発表した東
京の都市構造に関する改革の提案。
注 4　丹下健三（1913-2005）：大
阪府生まれ。建築家。東京帝国大
学卒業後、前川國男邸建築設計事
務所を経て 1946 〜 74 年東京大
学にて教壇に立ち、多くの後進を
育成。代表作に香川県庁舎、国立
屋内総合競技場、東京都庁舎ほか。
注 5　菊竹清訓（1928-2011）：
福岡県生まれ。建築家。早稲田大
学卒業後、竹中工務店、村野・森
建築設計事務所を経て、1953 年
に菊竹清訓建築設計事務所を開
設。代表作にスカイハウス、出雲
大社庁の舎、東光園ほか。
注 6　大高正人（1923-2010）：
福島県生まれ。建築家。東京大学
卒業後、前川國男邸建築設計事務
所を経て 1962 年に大高建築設計
事務所を開設。代表作に坂出人工
土地、千葉県文化会館、広島市の
基町長寿園団地ほか。
注 7　「群造形」：1960 年に東京
で開催された世界デザイン会議に
おいて、「新宿計画」に託して、『メ
タボリズム 1960』の中で大高正
人氏と槇文彦氏が発表したもの。
その後、ワシントン大学から、グ
ループ・フォーム、メガ・フォー
ム、コンポジショナル・フォーム
の三つのパラダイムを比較検討し
た“Investigations in Collective 
Form”という冊子が出版された。

都
市
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
わ
け
で

す
。
あ
る
一
つ
の
型
を
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に

つ
く
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
中
で

つ
な
ぎ
の
空
間
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
、
社
会

性
や
豊
か
な
空
間
性
と
い
っ
た
も
の
が
全
体
を

つ
く
り
出
す
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
を
計
画
し

た
と
き
、
ご
承
知
の
よ
う
に
Ⅰ
期
か
ら
Ⅵ
期
ま

で
み
ん
な
建
築
は
違
う
の
で
す
よ
ね
。
場
所
に

よ
る
、
あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
、
そ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
潤
沢
な
予
算
が
つ
く
と
、
Ⅰ
期

の
よ
う
な
素
朴
な
外
装
で
は
な
く
て
、
Ⅵ
期
で

は
耐
候
性
の
あ
る
ア
ル
ミ
を
外
装
に
使
い
ま
し

た
。
な
ぜ
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
全
体
が
一
体

感
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
今
言
っ
た
つ

な
ぎ
の
空
間
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
程
度
豊
か
で
あ
っ
て
、
自
由
に
人
々
が
歩

道
か
ら
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
、
非
常
に
簡
単
な
話
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
そ
う
い
う
こ
と
を
可
能
に

す
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
条
件
は
、
な
か
な

か
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
き
な
敷
地

が
あ
る
と
、
大
き
な
資
本
を
持
っ
た
と
こ
ろ
が

来
て
一
挙
に
開
発
し
て
し
ま
う
。そ
う
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
は
生
ま
れ
な
い
ん
で
す

よ
ね
。
私
は
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
が
い
い
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
都
市
と
い
う

の
は
今
言
っ
た
よ
う
な
時
間
を
か
け
て
つ
く
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
う
の
で
す
。

た
。
そ
う
い
っ
た
思
想
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ

と
大
高
正
人
さ
ん
︵
注
６
︶
が
提
案
し
た
﹁
群

造
形
﹂︵
注
７
︶
は
、
個
が
あ
っ
て
初
め
て
生

き
た
全
体
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
想

だ
っ
た
わ
け
で
す
。

森
本　

具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

槇　

テ
ク
ノ
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
お
け
る
個
と
い
う

の
は
、
大
き
な
木
で
い
う
と
葉
っ
ぱ
の
よ
う
な

感
じ
で
、
幹
だ
け
残
し
て
そ
れ
を
取
り
換
え
れ

ば
い
い
ん
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
一
方
、
私

た
ち
の
群
造
形
の
考
え
方
と
い
う
の
は
幹
が
な

く
、
む
し
ろ
葉
っ
ぱ
が
浮
い
て
い
て
、
そ
れ
が

つ
く
り
だ
す
柔
軟
な
全
体
像
と
い
う
も
の
を
考

え
て
き
た
わ
け
で
す
。
幸
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
日
本
で
も
、
古
い
集
落
で
は
﹁
個
﹂
と
﹁
全

体
﹂と
い
う
も
の
は
見
事
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、

そ
れ
は
限
定
さ
れ
た
建
材
、
工
法
、
治
政
、
あ

る
い
は
気
候
帯
等
、
長
い
文
化
の
中
で
あ
る
型

が
で
き
て
、
そ
れ
ら
の
集
合
だ
っ
た
わ
け
で
す

ね
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
東
京
も
含
め
て
日
本
で

は
、
集
合
住
宅
の
す
べ
て
の
も
の
に
つ
い
て
、

集
落
の
よ
う
な
何
百
年
も
続
く
型
を
つ
く
り
出

す
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。
す

べ
て
が
ヘ
テ
ロ
な
も
の
を
、
ど
う
し
て
意
味
の

あ
る
全
体
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
考

え
る
と
や
は
り
、
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
間
に
つ

な
ぎ
の
空
間
と
い
う
も
の
を
重
要
視
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
都
市
で
は
、
非
常
に
ヘ
テ
ロ
な

そ
れ
は
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
が
優
れ
た
建
築
だ

と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ど
う
し
て
こ
う
い
っ
た

も
の
が
で
き
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
学

生
が
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
識
者
の
方
々
が
察
し
て
投
票
し
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
建
築
は
、
一
目
見
て
素
晴
ら
し

い
も
の
も
非
常
に
大
事
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
今

お
話
し
し
た
よ
う
な
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
、
そ

う
い
っ
た
社
会
性
を
持
つ
こ
と
が
、
大
事
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
・
集
合
体
へ
の
視
線（
群
造
形
の
時
代
）

森
本　

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
っ
た
の
は
、
日
本
が
ち
ょ
う
ど
高
度
成

長
期
の
真
っ
只
中
の
時
で
し
た
。
丹
下
研
究
室

に
よ
る
﹁
東
京
計
画
１
９
６
０
﹂︵
注
３
︶
の

よ
う
に
都
市
に
新
し
い
骨
格
を
つ
く
る
と
い
う

手
法
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
集
合
体
に

よ
り
都
市
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
想

に
、
ど
の
よ
う
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
教
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

槇　

一
九
六
〇
年
の
丹
下
健
三
先
生
︵
注
４
︶

の
計
画
、
そ
し
て
菊
竹
清
訓
さ
ん
︵
注
５
︶
の

海
上
都
市
は
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
く
、
当
時
の

時
代
を
反
映
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に
は
こ

れ
か
ら
高
度
成
長
す
る
日
本
に
お
け
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
ど
こ

ま
で
使
え
る
か
、
そ
う
い
っ
た
テ
ク
ノ
ユ
ー
ト

ピ
ア
的
な
と
こ
ろ
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
し

や
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
よ
ね
。
私
の
住
ん
で

い
る
池
田
山
に
も
そ
う
い
っ
た
発
言
を
す
る
人

が
い
て
、
何
か
変
な
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
と

常
に
反
対
す
る
。
や
は
り
そ
う
い
う
努
力
が
必

要
で
、
無
関
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
よ

く
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
の
隣
に
代
官
山
Ｔ

－

Ｓ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
と
い
う
複
合
施
設
が
二
〇
一
一
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
コ
ン
ペ
に
よ
っ
て
設
計
者
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
と

き
、
敷
地
内
の
木
を
是
非
残
す
よ
う
に
我
々
は

強
く
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
歩
道
沿
い

の
並
木
だ
け
で
は
な
く
、
内
側
に
入
っ
た
と
こ

ろ
に
も
木
が
残
り
ま
し
た
。
内
側
に
ち
ょ
っ
と

し
た
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
、
そ
こ
で
み
ん
な
が

ご
飯
を
食
べ
た
り
、
あ
る
い
は
休
ん
だ
り
、
自

転
車
を
置
い
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。
や
は
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
も
の
が
非

常
に
大
事
な
の
で
す
ね
。

森
本　

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
は
、建
築
に
取
り
組

む
両
親
か
ら
私
ま
で
世
代
を
超
え
て
、
か
つ
私

自
身
が
学
生
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
学
ぶ

対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。

槇　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
︵
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
校
︶
の
先
生
方
が
世
界
中
の
近
代
建

築
一
〇
〇
点
を
選
び
、
建
築
の
有
識
者
に
対
し

て
ど
の
建
築
を
一
番
学
生
た
ち
に
見
せ
た
い
か

と
い
う
統
計
を
取
り
ま
し
た
。
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
は
、
一
〇
〇
点
の
中
の
四
番
目
と
な
る
票

数
を
得
た
そ
う
で
す
。恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
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上段：臨海スポーツセンター
中段：千里中央地区センタービル
下段：電通関西支社
上段撮影：森本雅史
下段撮影：門馬金昭

注 8　山中孔（1925-）：京都府
生まれ。建築家。京都大学卒業後、
1953 年竹中工務店に入社。専務
取締役、顧問を務める。建築人
2016年4月号にインタビュー掲載。
注 9　薬袋公明（1926-2007）：
建 築 家。 早 稲 田 大 学 卒 業 後、
1951 年日建設計に入社。代表取
締役社長、会長を務める。代表作
に百十四銀行本店、ツイン 21。
注10　ヴィトルヴィウス（M.Vitruvius
Pollio）：紀元前 1世紀後半のロー
マの建築家。「建築について」（De 
architectura、建築十書）の著者
として知られる。

方
歓
び
を
与
え
る
よ
う
な
空
間
や
建
築
は
よ

り
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
説
に
賛
同
す
る
歴
史
家
も
増
え
て

い
て
、
定
説
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
僕
自
身

は
、
ヴ
ィ
ト
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
が
ヴ
ェ
ヌ
ス
タ
ー
ス
と

言
っ
た
と
き
は
、﹁
美
﹂
と
﹁
歓
び
﹂
と
両
方
言
っ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

森
本　

美
し
さ
だ
け
で
は
な
く
て
、そ
こ
に﹁
歓

び
﹂
や
﹁
愛
着
﹂
が
乗
り
移
っ
て
こ
そ
生
き
永

ら
え
る
建
築
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

槇　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、

先
ほ
ど
の
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
、
あ
そ

こ
を
使
っ
て
い
る
人
た
ち
が
愛
情
、
愛
着
を

持
っ
て
く
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
壊
す
の
は

お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
て
く
れ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

都
市
の
Ｄ
Ｎ
Ａ（
新
国
立
競
技
場
問
題
）

荒
木　

昨
年
、
槇
先
生
の
事
務
所
が
創
立
五
〇

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
際
に
出
版
さ
れ
た
本
を
拝

見
し
ま
し
た
。
石
堂
威
さ
ん
と
の
対
談
の
中
で

﹁
自
然
体
で
や
っ
て
き
た
﹂
と
い
う
こ
と
に
、

と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。﹁
自
然
体
﹂
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
例
で
教
え
て
い
た
だ
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。

槇　

一
つ
一
つ
の
建
物
を
い
か
に
丁
寧
に
つ

く
っ
て
い
く
か
、
関
心
は
そ
ち
ら
に
あ
っ
て
、

ど
う
し
た
ら
人
を
驚
か
せ
る
も
の
が
で
き
る
だ

ろ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
や
は
り
大
事
な

計
画
１
９
６
９
﹂
の
作
成
に
関
わ
り
ま
し
た
。

北　

先
日
、
山
中
孔
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
山
中
さ
ん
が
手
が
け
ら
れ
た

阪
急
三
番
街
で
は
、
槇
先
生
か
ら
サ
ー
ビ
ス
ベ

ル
ト
の
考
え
方
に
つ
い
て
影
響
を
受
け
た
と
い

う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

荒
木　

そ
の
と
き
は
結
果
的
に
レ
ン
タ
ブ
ル
比

が
少
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
ゆ
と
り
の
部
分

が
き
ち
ん
と
あ
っ
て
は
じ
め
て
建
築
が
持
続
し

て
い
く
と
い
う
意
味
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

槇　

そ
う
で
し
た
か
。
や
は
り
人
間
と
同
じ
で

建
築
も
長
命
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

森
本　

戦
後
に
建
て
ら
れ
た
現
代
建
築
の
多
く

が
機
能
的
・
耐
震
的
な
観
点
か
ら
解
体
か
保
存

か
と
い
う
岐
路
に
た
っ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
る

建
物
に
は
何
が
あ
る
の
か
と
考
え
る
と
、
槇
先

生
が
用
・
強
・
美
の
﹁
美
﹂
が
、
最
近
は
﹁
歓

ぶ
﹂
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
説
が
出
て
き
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

槇　

そ
れ
は
も
と
も
と
ヴ
ィ
ト
ル
ヴ
ィ
ウ
ス︵
注

10
︶
が
主
張
し
た
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
が
学
生

の
こ
ろ
は
﹁
用
・
強
・
美
﹂
だ
と
習
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
識
者
が
、
ヴ
ィ
ト
ル

ヴ
ィ
ウ
ス
が
﹁
ヴ
ェ
ヌ
ス
タ
ー
ス︵venustas

︶﹂

と
い
う
言
葉
に
託
し
て
言
っ
た
の
は
、﹁
美
﹂
で

は
な
く
て
﹁
歓
び
﹂
で
は
な
い
か
と
主
張
し
始

め
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、﹁
美
﹂
は
、
時
代

や
文
化
、
時
に
は
個
人
的
な
好
み
に
よ
っ
て
変

わ
る
こ
と
か
ら
普
遍
的
な
価
値
で
は
な
く
、
一

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
後
者
の
理

由
で
建
替
え
に
な
り
ま
し
た
。

柳
川　

一
九
八
四
年
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
で
の

講
演
会
で
は
、
電
通
関
西
支
社
︵
一
九
八
三

年
︶
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
、
堂

島
を
通
り
が
か
っ
た
の
で
す
が
、
敷
地
内
の
広

場
と
あ
い
ま
っ
て
存
在
感
が
あ
り
、
街
の
中
心

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

荒
木　

堂
島
と
言
え
ば
、
槇
先
生
は
堂
島
再
開

発
計
画
︵
一
九
六
一
年
︶
を
手
掛
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

槇　

当
時
は
ま
だ
海
外
と
日
本
の
間
を
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
日
本
に

帰
っ
て
き
て
自
分
の
設
計
事
務
所
を
始
め
た
の

は
一
九
六
五
年
で
す
。
電
通
関
西
支
社
は
槇
事

務
所
を
設
立
し
て
か
ら
の
作
品
で
す
が
、
堂
島

再
開
発
計
画
の
と
き
は
竹
中
工
務
店
の
開
発
事

業
本
部
と
一
緒
に
や
っ
て
い
た
こ
ろ
で
す
。
こ

の
計
画
で
協
働
し
た
竹
中
工
務
店
の
山
中
孔
さ

ん
︵
注
８
︶
は
、
私
よ
り
三
つ
年
上
で
九
〇
歳

で
す
が
、
お
元
気
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
当

時
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
教

え
て
い
た
関
係
で
、
こ
れ
か
ら
日
本
で
も
本
格

的
な
開
発
計
画
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
堂
島
が
ち
ょ
う
ど
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は

実
現
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
海
外
で
も
発
表

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
建
設
計
の
薬
袋

公
明
さ
ん︵
注
９
︶と
共
に
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ク
の
初
期
段
階
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹁
Ｏ
Ｂ
Ｐ

関
西
及
び
大
阪
で
の
仕
事

荒
木　

私
は
学
生
時
代
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
︵
一
九
七
二
年
︶
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
槇
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
﹁
情
景
﹂
に
富

ん
だ
建
物
だ
と
思
い
ま
す
。
体
育
館
に
入
る
手

前
の
ホ
ワ
イ
エ
に
階
段
状
の
設
え
と
所
々
に
光

庭
が
あ
り
、
利
用
者
が
思
い
思
い
に
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
空
間
で
あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。一
時
は
閉
鎖
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

存
続
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

槇　

そ
う
で
す
ね
。
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
府
の
財
政
再
建
策
の
一
環
と
し
て
廃
止
の

方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、地
域
の
方
々

や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
高
橋
大
輔
選
手
を

は
じ
め
と
す
る
方
々
の
活
動
も
あ
り
、
匿
名
の

大
口
寄
付
も
含
め
改
修
費
の
半
額
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
、
建
物
が
残
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
形
で
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に

大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。

牧
野　

同
じ
大
阪
で
も
、
千
里
中
央
地
区
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
︵
一
九
七
〇
年
︶
は
解
体
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

槇　

結
局
、
わ
れ
わ
れ
の
手
が
け
た
建
物
で
解

体
さ
れ
た
も
の
は
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に

手
が
け
た
も
の
が
多
い
で
す
。
理
由
は
幾
つ
か

あ
っ
て
、一
つ
は
耐
震
性
が
問
わ
れ
る
場
合
で
、

も
う
一
つ
は
、
こ
こ
に
容
積
率
の
余
裕
が
あ
る

の
に
も
っ
た
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
場
合

で
す
。
千
里
中
央
地
区
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
半
公

共
的
な
建
物
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
態
度
を
と
る
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上段：槇総合計画事務所 50年の 
　　　歴史［1965-2015］
下段：国立競技場と東京体育館

注 11　「新国立競技場案を神宮外
苑の歴史的文脈の中で考える」：
JIA MAGAZINE 295 号 2013 年
9月号掲載
注 12　大野秀敏（1949-）：建築
家。アプルデザインワークショッ
プ代表、東京大学名誉教授。槇総
合計画事務所には 1976-83 年に
在籍。茨城県松代アパート、YKK
滑川寮、東京大学数物連携宇宙研
究機構棟ほか。
注 13　中村勉（1946-）：建築家。
中村勉総合計画事務所代表、もの
づくり大学名誉教授。槇総合計画
事務所には 1969-197 年に在籍。
代表作に浪合フォーラム、旭町立
旭中学校、余呉やまなみセンター・
はごろもホールほか。
注 14　長島孝一（1936-）：建築
家。AUR 建築・都市・研究コン
サルタント代表。槇総合計画事務
所には 1965-76 年に在籍。代表
作に石原なち子記念体育館、逗子
葉山の一連の住宅、千里国際学園
ほか。
注 15　小沢明（1936-）：建築家。
小沢明建築研究室、東北芸術工科
大学名誉教授。槇総合計画事務所
には 1965-80 年に在籍。代表作
に幕張ベイタウン・パティオス
10 番、山形県金山町立明安小学
校、鶴岡アートフォーラムほか。

容
積
率
を
上
げ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

実
際
に
い
ろ
ん
な
所
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
建
築

を
や
っ
て
い
る
と
コ
ン
ペ
を
す
る
と
き
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
自
治
体
が
市
民
グ
ル
ー

プ
を
呼
ん
で
、
民
意
を
問
う
て
そ
れ
を
反
映
す

る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、国
の
建
物
に
な
る
と
、

政
治
家
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
選
挙
の
票
と
い
う

形
で
返
っ
て
来
な
い
の
で
、
あ
あ
い
う
仕
組
み

で
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
非

常
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

柳
川　

東
京
体
育
館
が
完
成
し
た
と
き
に
、
大

阪
府
建
築
士
会
の
青
年
部
会
で
見
学
を
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
も
槇
先
生
か
ら
規
制
が
厳
し

い
中
で
大
き
な
空
間
を
取
る
苦
心
を
さ
れ
た
と

伺
い
ま
し
た
。

槇　

体
育
館
の
半
分
く
ら
い
は
、
地
下
に
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
建
物
も
低
い
も
の
が

多
く
、
も
と
も
と
の
東
京
体
育
館
は
村
田
政
真

さ
ん
︵
注
16
︶
が
設
計
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
よ
り
高
い
も
の
は
い
け
な
い
。
そ
れ
か
ら

新
宿
御
苑
の
木
立
の
上
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
れ
と
か
、い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
前
も
行
っ
て
み
れ
ば
、
体
育
館
を
使
っ

て
い
な
い
と
き
は
、
前
の
広
場
で
親
子
が

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
り
、
非
常
に
和

や
か
な
も
の
で
し
た
。そ
う
い
う
和
や
か
さ
が
、

新
国
立
競
技
場
が
で
き
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
大
の
問
題

は
、
競
技
場
は
年
間
四
〇
～
五
〇
日
し
か
使
い

切
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
残
り
は

は
お
か
し
い
﹂
と
か
、﹁
こ
れ
は
こ
う
じ
ゃ
な

い
か
﹂
と
い
う
の
は
、
や
は
り
専
門
家
が
言
う

べ
き
問
題
な
ん
で
す
。
私
は
新
国
立
競
技
場
の

隣
で
東
京
体
育
館
︵
一
九
九
〇
年
︶
の
設
計
に

取
り
組
ん
だ
経
験
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
あ

の
計
画
が
ど
の
く
ら
い
大
き
す
ぎ
る
も
の
か
と

い
う
の
は
す
ぐ
に
解
っ
た
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ

が
問
題
と
し
た
の
は
、
厳
し
い
規
制
が
か
か
っ

て
い
た
の
を
簡
単
に
外
し
て
し
ま
う
と
い
う
パ

ブ
リ
ッ
ク
の
態
度
で
す
。

　

慶
應
義
塾
の
清
家
篤
塾
長
と
の
会
話
を
通
し

て
同
様
の
事
例
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

絵
画
館
の
奥
に
は
信
濃
町
の
駅
が
あ
り
、
そ
の

す
ぐ
先
に
慶
應
義
塾
大
学
の
医
学
部
と
大
学
病

院
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
の
話
で
す
が
、
大
学

病
院
の
建
替
え
の
際
に
、
東
京
都
か
ら
﹁
絵
画

館
の
向
こ
う
に
高
さ
の
あ
る
も
の
が
見
え
て
く

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
﹂と
指
摘
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
非
常
に
厳
し
い
規
制
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
今
度
は
こ
れ
ま
で
の
高
さ
規
制
を

七
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
い
い
と
い
う
こ
と
に
し
て

し
ま
う
、そ
う
い
う
感
覚
が
非
常
に
問
題
で
す
。

　

当
然
、
民
意
に
問
え
ば
反
対
者
の
ほ
う
が
多

く
な
る
は
ず
な
の
で
す
が
、﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ

か
ら
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
し
か
も
国
の
施
設
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
有
識
者
会
議
を
や
っ
て
逃
げ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
普
通
の
自
治

体
の
建
物
だ
っ
た
ら
、
変
な
も
の
を
や
れ
ば
市

長
、
議
員
の
票
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、
そ
う
簡
単
に
高
さ
規
制
を
変
え
た
り
、

す
。
で
す
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
の
中
で
、

こ
う
い
う
も
の
が
で
き
た
ら
都
市
の
中
で
ど
う

い
う
意
味
を
持
つ
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は

み
ん
な
事
務
所
に
い
る
間
に
学
ん
で
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
共
感
を
持
っ
て
一
緒

に
発
言
し
て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
、
自
分
な
り

に
納
得
し
て
い
ま
す
。

森
本　

関
西
か
ら
は
距
離
も
あ
り
、
コ
ン
ペ
案

を
見
た
と
き
に
あ
の
場
所
に
は
巨
大
す
ぎ
る
と

い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
を
な
か
な
か
持
て
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
槇
先
生
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
た
方

た
ち
が
集
ま
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
そ
う

い
う
都
市
と
建
築
の
関
係
に
つ
い
て
の
関
心
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
、
今
日
聞
い
て

納
得
し
ま
し
た
。

北　

先
ほ
ど
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
の
ま
ち
づ

く
り
の
話
と
の
つ
な
が
り
で
、
槇
先
生
が
新
国

立
競
技
場
に
つ
い
て
も
市
民
と
し
て
当
然
言
う

べ
き
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
も
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

槇　

そ
の
と
お
り
で
す
。
無
関
心
で
は
な
く
発

言
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。

森
本　

私
は
東
京
に
来
た
ら
外
苑
の
並
木
は
い

い
な
と
思
っ
て
訪
れ
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

奥
ま
で
は
行
か
な
い
の
で
、
今
日
は
現
場
に

行
っ
て
身
体
的
に
感
じ
て
か
ら
来
ま
し
た
。

槇　

そ
う
で
す
ね
。
建
築
と
い
う
の
は
、
一
般

の
方
は
、
で
き
た
も
の
に
対
し
て
は
﹁
こ
れ
は

よ
か
っ
た
﹂
と
か
、﹁
ひ
ど
か
っ
た
﹂
と
か
分

か
る
の
で
す
が
、
図
面
や
写
真
を
見
て
﹁
こ
れ

の
は
、
建
築
と
都
市
の
関
係
で
す
。
我
々
は
、

都
市
を
考
え
る
こ
と
か
ら
建
築
は
こ
う
で
は
な

い
か
と
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
し
、
建
築
か
ら
都
市

の
姿
を
考
え
る
こ
と
も
両
方
あ
る
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
新
国
立
競
技
場

の
入
選
案
が
日
本
で
公
表
さ
れ
た
と
き
、
私
が

﹁
新
国
立
競
技
場
案
を
神
宮
外
苑
の
歴
史
的
文

脈
の
中
で
考
え
る
﹂︵
注
11
︶
と
い
う
エ
ッ
セ

イ
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
後
す
ぐ
に
、
槇
事

務
所
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
大
野
秀
敏
さ
ん
︵
注
12
︶

や
中
村
勉
さ
ん
︵
注
13
︶
と
い
っ
た
人
た
ち
が

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、﹁
槇
さ
ん
が
言
っ
て
い

る
こ
と
を
社
会
的
に
発
信
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な

い
か
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
長
島
孝
一
さ
ん
︵
注
14
︶
や
小
沢
明

さ
ん
︵
注
15
︶
な
ど
は
東
京
の
朝
日
新
聞
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
に
発
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
他
の
建
築
事
務
所
に
関
し
て
、
組
織

事
務
所
は
い
ろ
ん
な
形
で
関
わ
っ
て
い
た
の
で

何
の
発
言
も
な
か
っ
た
。
ま
た
ア
ト
リ
エ
事
務

所
の
方
々
が
積
極
的
な
発
言
を
さ
れ
る
こ
と
も

あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
こ
う
い

う
と
き
に
は
こ
う
い
う
発
言
を
す
る
べ
き
だ
な

ん
て
一
言
も
言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
、
少
な
く
と
も
槇

事
務
所
で
、
都
市
と
建
築
と
い
う
の
は
こ
う
い

う
関
係
で
あ
る
べ
き
だ
と
か
、
こ
う
い
う
関
係

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
み
ん

な
ど
こ
か
で
知
っ
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
多
く

の
元
所
員
が
一
緒
に
発
言
し
て
く
れ
た
の
で
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上段：東京電機大学北千住キャン
　　　パス
中段：ヒルサイドウエストのパ
　　　サージュ
下段：ヒルサイドウエスト中庭で
　　　の結婚式
写真提供：槇総合計画事務所

14ページ写真　ヒルサイドテラス
写真提供：槇総合計画事務所
15ページ上写真
　　　　　臨海スポーツセンター
15ページ下写真　東京体育館
15ページ写真撮影：田籠哲也

注 16　村田政真（1906-1987）：
三重県生まれ。建築家。東京美術
学校（現東京藝術大学）卒業後、
岡田信一郎建築事務所、土浦亀城
建築事務所を経て村田政真建築事
務所を設立。代表作に駒沢公園陸
上競技場。

槇　

わ
れ
わ
れ
は
、
土
曜
日
の
朝
よ
く
こ
こ
で

仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
横

で
新
郎
新
婦
が
写
真
を
撮
っ
て
い
る
︵
笑
︶。

そ
う
い
う
風
景
が
情
景
だ
と
思
い
ま
す
。

良
質
な
空
間
が
持
つ
力

森
本　

槇
先
生
は
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
都

市
部
だ
け
で
な
く
、
広
島
県
の
三
原
市
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
︵
二
〇
〇
七
年
︶
の
よ
う
に
地
方

で
も
設
計
に
携
わ
る
機
会
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
取
り
組
ま
れ
る
と
き
に
何
か
違
い
が
あ

り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

槇　

人
間
と
い
う
の
は
、
喜
び
や
拒
絶
の
対
象

は
ど
こ
で
も
同
じ
で
場
所
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
地
方
だ
か
ら
東
京
だ
か
ら
と
い
う

話
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
三
原
市
で
は
こ
の
文

化
施
設
に
一
二
〇
〇
席
の
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム

を
設
計
し
ま
し
た
。
最
初
は
人
口
一
〇
万
人
の

市
に
こ
ん
な
大
き
な
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
が
必

要
な
の
か
と
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ふ

と
考
え
た
の
は
、
ホ
ー
ル
は
限
定
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
等
の
あ
る
際
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
く
て

も
、
ホ
ワ
イ
エ
は
違
う
使
い
方
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
公
園

内
の
建
物
だ
っ
た
た
め
、
公
園
緑
地
側
に
面
し

て
ホ
ワ
イ
エ
を
配
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
時

も
市
民
が
自
由
に
出
入
り
し
て
休
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
、
喫
茶
室
も
隣
に
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
非
常
に
面
白
か
っ
た
の
は
、

ホ
ワ
イ
エ
で
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
り
た
い

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

槇　

そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
好
ま
し

く
な
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
、
東
京
電
機
大
学

で
は
わ
ざ
わ
ざ
通
り
抜
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
的
な
場

所
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
今
わ
れ
わ
れ

が
い
る
こ
の
事
務
所︵
ヒ
ル
サ
イ
ド
ウ
エ
ス
ト
、

一
九
九
九
年
︶
は
、
裏
の
道
に
面
し
て
朝
倉
不

動
産
が
か
つ
て
住
宅
を
持
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
朝
倉
不
動
産
が
旧
山
手
通
り
側
の

土
地
を
購
入
し
、
そ
の
部
分
と
一
体
に
し
て
計

画
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
パ
サ
ー
ジ
ュ

を
つ
く
り
つ
な
が
る
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

森
本　

私
た
ち
は
今
朝
旧
山
手
通
り
か
ら
建
物

に
入
り
一
度
外
部
に
出
て
こ
ち
ら
の
事
務
所
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。

槇　

こ
の
空
間
は
、
路
地
を
通
じ
て
下
の
裏
道

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ま
た
建
物
上
階
に
あ
る

住
居
や
事
務
所
と
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
は
朝
早
く

か
ら
夜
の
一
〇
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の

建
物
が
で
き
た
の
が
も
う
二
〇
年
近
く
前
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
は
一
切
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク

的
な
空
間
構
成
の
お
か
げ
か
、
代
官
山
ヒ
ル
サ

イ
ド
テ
ラ
ス
の
様
々
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
週

末
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
の
外
広
場
に
も
新
郎
新

婦
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

牧
野　

お
お
、
す
ご
い
で
す
ね
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

槇　

あ
の
よ
う
に
都
市
に
開
か
れ
た
空
間
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は

塀
や
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、
そ
れ
で
も
誰
で
も
入
れ

る
の
で
す
が
、
東
京
電
機
大
学
に
は
塀
も
ゲ
ー

ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
子
ど
も
が
自
由
に

遊
び
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
は
り
、
日

本
が
あ
る
程
度
安
全
な
国
だ
か
ら
可
能
な
の
で

し
ょ
う
。
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
、
デ
リ
ー
、
香
港
な
ど
仕
事
や
講
演
で
行
っ

た
際
に
感
じ
た
雰
囲
気
と
比
べ
る
と
、
東
京
は

一
三
〇
〇
万
人
が
住
ん
で
い
る
の
に
比
較
的
穏

や
か
な
都
市
で
、
こ
の
穏
や
か
さ
が
日
本
の
都

市
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
人
自
身
の
穏
や
か
さ
か
ら
も

十
分
に
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
今

後
重
要
な
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

森
本　

防
犯
の
考
え
方
に
よ
っ
て
建
築
の
形
も

変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

槇　

そ
の
と
お
り
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
富

裕
層
が
塀
や
門
を
め
ぐ
ら
せ
て
ガ
ー
ド
マ
ン
を

配
置
し
た
敷
地
内
で
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
生
活

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

隔
離
さ
れ
た
場
所
が
ま
ち
の
中
に
現
れ
、
限
ら

れ
た
人
し
か
通
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
で
き

て
き
ま
す
。

森
本　

そ
う
す
る
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
間
の
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
概
念

沈
黙
の
土
木
架
構
物
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
が
都

民
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
風
景
な
の
か
と
、

わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
状
況

を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
財
政
が
逼
迫

し
て
い
く
中
で
、
維
持
費
だ
け
で
も
大
変
な
負

担
に
な
っ
て
し
ま
う
。
新
し
い
計
画
で
は
誰
も

行
か
な
い
と
こ
ろ
に
盛
ん
に
緑
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
け
で
も

大
変
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
だ
と
、
各
階
に
テ

ラ
ス
を
設
け
て
緑
化
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
で
は
使
っ
て
い
る
人
が
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
手
が
け
ま
す
。
そ
れ
ら
が
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
か
ら
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
な
い

緑
化
は
あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
白
紙
に

戻
し
た
と
き
に
、
遠
藤
大
臣
か
ら
直
接
意
見
を

聞
か
れ
て
﹁
身
の
丈
に
合
っ
た
四
、五
万
人
の

施
設
に
し
て
、
残
り
は
仮
設
に
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
の
コ
ス
ト
の
問
題
や
景
観
や
安
全
の

問
題
を
な
く
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
﹂
と
申
し

上
げ
た
の
で
す
が
、採
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
は
り
ど
こ
か
誰
か
が
顔
の
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
決
め
て
し
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
、
大
き
な
問
題
が
残
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
の
情
景

森
本　

昨
日
、東
京
電
機
大
学
︵
二
〇
一
二
年
︶

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ

ス
が
都
市
に
開
放
さ
れ
、
敷
地
内
を
一
般
の
人

が
利
用
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
な
風
景
を
見
る
こ
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臨海スポーツセンター

東京体育館
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上段：三原市芸術文化センター
中段：横浜アイランドタワー
下段：国立京都近代美術館
上段中段撮影：北嶋俊治
下段撮影：荒木公樹

注 17　栗生明（1947-）：建築家。
栗生総合計画事務所代表、千葉大
学名誉教授。槇総合計画事務所に
は 1973-79 年に在籍。代表作に
植村直己冒険館、平等院鳳翔館、
国立長崎原爆死没者追悼平和祈念
館ほか。
注 18　宮崎浩（1952-）：建築家。
プランツアソシエイツ代表。槇総
合計画事務所には 1979-89 年に
在籍。代表作に中原中也記念館、
NSP ビル、新山口駅表口広場整
備ほか。

槇　

今
は
最
初
に
設
計
し
た
事
務
所
に
仕
事
が

く
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
の
事
務

所
も
そ
の
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
東
京

体
育
館
は
今
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
卓
球
の
会

場
に
な
り
、
そ
れ
に
携
わ
っ
た
私
た
ち
の
事
務

所
に
声
が
か
か
り
、
当
時
の
担
当
者
で
今
独
立

し
て
い
る
方
と
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
す
。

設
計
に
取
り
組
む
姿
勢

森
本　

私
は
以
前
組
織
事
務
所
に
勤
務
し
て
い

た
時
代
か
ら
、
槇
先
生
が
執
筆
さ
れ
た
﹁
槇
文

彦
の
デ
ィ
テ
ー
ル
︱
空
間
の
表
徴
︱
階
段
﹂︵
注

19
︶
を
は
じ
め
と
す
る
著
書
か
ら
何
度
も
デ
ィ

テ
ー
ル
に
つ
い
て
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
都
市
、
建
築
を
考
え
る
上
で
デ
ィ
テ
ー

ル
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お
教

え
く
だ
さ
い
。

槇　

長
く
設
計
を
や
っ
て
い
る
と
、
絶
え
ず
都

市
と
建
築
と
デ
ィ
テ
ー
ル
の
関
係
性
、
つ
な
が

り
と
い
う
も
の
は
意
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
い
い
建
築
が
生
ま
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
今
、
階
段
の
話
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
今
、
東
京
で
津
田
塾
大
学

の
建
物
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
の
間
も
、
現

場
を
監
理
し
て
い
る
所
員
か
ら
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

で
き
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
現
場
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
大
事
な
場
所
の
階
段
で
す
の
で
、
使

わ
れ
て
い
る
デ
ィ
テ
ー
ル
と
か
、
あ
る
い
は
材
料

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
な
わ
け
で
す
。

た
方
が
自
然
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
本　

事
務
所
を
卒
業
さ
れ
た
方
々
の
リ
ス
ト

を
拝
見
す
る
と
、
栗
生
明
さ
ん︵
注
17
︶
や
宮
崎

浩
さ
ん︵
注
18
︶
な
ど
、
現
在
建
築
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
そ
う
い
う
方
々
を
輩
出
さ
れ
る
事
務
所
の

雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

槇　

わ
れ
わ
れ
の
事
務
所
は
、
居
心
地
が
い
い

の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
程

度
長
く
い
て
く
れ
る
人
が
多
い
の
で
非
常
に
助

か
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
﹁
あ
の
人
に
こ

こ
は
手
伝
っ
て
も
ら
お
う
﹂
と
い
う
物
件
は
Ｏ

Ｂ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
関
係

も
結
構
あ
り
ま
す
。

柳
川　

当
時
、
大
阪
府
建
築
士
会
青
年
委
員
会

が
京
都
国
立
近
代
美
術
館
︵
一
九
八
六
年
︶
へ

工
事
中
に
何
度
か
通
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
宮
崎
さ
ん
が
常
駐
さ
れ
て
お
り
、﹁
先

生
に
早
く
現
場
に
来
て
も
ら
っ
て
、
も
う
一
回

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
言
っ
て
お
ら

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
先
生
よ
り
も
わ

れ
わ
れ
の
ほ
う
が
現
場
へ
よ
く
通
っ
て
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。︵
笑
︶

槇　

そ
う
で
す
か
。
今
で
も
宮
崎
さ
ん
に
は
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
が
担
当
し
た
京
都

国
立
近
代
美
術
館
の
改
修
の
仕
事
も
一
緒
に

や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

森
本　

数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
引
き
続
き
発

注
依
頼
が
来
る
と
い
う
の
は
、
関
係
性
を
築
か

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。

外
の
部
分
を
そ
っ
く
り
に
つ
く
り
直
し
ま
し

た
。
古
い
様
式
的
な
空
間
で
あ
り
な
が
ら
、
今

度
は
銀
行
で
は
な
い
、
様
々
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
使
わ
れ
る
場
所
に
し
ま
し
た
。

社
会
の
中
で
の
設
計
事
務
所
の
あ
り
方

森
本　

設
計
事
務
所
が
存
続
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
設
計
事
務
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

槇　

や
は
り
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
多
い
で
す

ね
。
た
だ
設
計
を
や
っ
て
い
て
非
常
に
た
め
に

な
っ
た
と
思
う
の
は
、
建
築
と
い
う
の
は
非
常

に
裾
野
が
広
く
、
社
会
全
体
の
仕
組
み
や
人
間

性
み
た
い
な
も
の
を
、
い
い
も
悪
い
も
常
に

我
々
は
接
触
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
し

て
自
分
自
身
が
学
び
設
計
し
て
い
く
か
、
そ
う

い
う
こ
と
が
建
築
家
に
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

森
本　

作
品
紹
介
な
ど
で
槇
先
生
は
い
つ
も

﹁
私
は
﹂
で
は
な
く
﹁
わ
れ
わ
れ
は
﹂
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
語
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

槇　
﹁
わ
れ
わ
れ
﹂
⋮
⋮
。
今
も
こ
う
い
う
ふ

う
に
﹁
わ
れ
わ
れ
﹂
と
言
っ
て
し
ま
う
ん
だ
け

れ
ど
︵
笑
︶。
こ
こ
を
卒
業
し
た
人
も
、
今
い

る
人
も
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
た
い
な
中

で
も
の
づ
く
り
を
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、﹁
私

が
﹂
と
い
う
よ
り
も
、﹁
わ
れ
わ
れ
が
﹂
と
言
っ

と
い
う
人
が
出
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
は
あ
る

程
度
期
待
し
て
い
た
通
り
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
で

し
た
が
、
そ
こ
で
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。
喫

茶
室
で
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
一
つ
の

要
因
で
し
ょ
う
が
、
市
民
が
自
ら
考
え
て
そ
れ

ぞ
れ
の
使
い
方
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

我
々
の
想
像
外
の
喜
び
で
し
た
。
公
共
施
設
で

は
、汎
用
性
を
広
げ
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
、

そ
の
結
果
、
市
民
利
用
が
増
え
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

森
本　

良
質
な
空
間
は
、
都
市
も
地
方
も
同
じ

よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
ね
。

槇　

良
質
な
も
の
を
つ
く
れ
ば
必
ず
そ
れ
に
対

し
て
反
応
し
て
く
れ
る
。そ
れ
は
言
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

で
な
く
て
も
、
良
質
な
空
間
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
必
ず
反
応
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

を
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
横
浜
銀
行
の
支
店

を
保
存
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
感
じ
ま
し
た
。

荒
木　

横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
︵
二
〇
〇
三

年
︶
で
す
ね
。

槇　

そ
う
で
す
。
例
え
ば
東
京
中
央
郵
便
局
の

よ
う
に
何
か
申
し
訳
の
よ
う
に
フ
ァ
ザ
ー
ド
だ

け
を
張
り
付
け
て
、
中
は
全
く
違
う
と
い
う
の

が
非
常
に
多
く
、そ
れ
で
﹁
保
存
し
た
﹂
と
言
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
我
々
は
建
物
全
体
を
保
存

し
ま
し
た
。
計
画
当
初
日
本
は
景
気
が
よ
か
っ

た
の
で
、
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
物
の

先
頭
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
移
設
し
て
、
そ
れ
以
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上段：槇文彦のディテール
　　　空間の表徴―階段

注 19　槇文彦のディテール－空
間の表徴ー階段：発行／彰国社
（1999 年）
注 20　槇総合計画事務所 50 年
の歴史［1965 〜 2015 年］： 発
行／槇総合計画事務所（2015 年）
非売品

聞き手

柳川陽文
1949年 和歌山県生まれ
1968年 和歌山県立和歌山工業高 
 等学校卒業
1968年 小河建築設計事務所
2008年 大阪府建築士会会長
2012年 大阪府建築士会名誉会長

森本 雅史
1974年 三重県生まれ
1998年 京都工芸繊維大学大学院 
 （博士課程前期）修了
1998年 株式会社東畑建築事務所
2009年 森本雅史建築事務所設立
2015年 株式会社森本建築事務所 
 へ改組

北 聖志
1976年 大阪府生まれ
2001年 神戸大学大学院（博士課程 
 前期）修了
2001年 二井清治建築研究所
2007年 THNK一級建築士事務所設立

奥河 歩美
1976年 兵庫県生まれ
2001年 神戸大学大学院（博士課程 
 前期）修了
2001年 共同設計株式会社
2007年 O＋O architects
2010年 空間計画株式会社

西田貴之
1977年 奈良県生まれ
1998年 大阪科学工業専門学校卒業
1998年 作心測量建築事務所
2015年 作心設計事務所設立

櫻井智美
1978年 兵庫県生まれ
2014年 京都造形芸術大学建築デ 
 ザインコース卒業
2014年 阿波設計事務所

本特集責任編集人

牧野隆義
1969年 和歌山県生まれ
1988年 和歌山県立和歌山工業高 
 等学校卒業
1993年 伊東建築計画室
2000年 Atelier PICT設立
2014年 テンフォーテン設立

荒木 公樹
1971年 大阪府生まれ
1995年 神戸大学工学部建築学科卒
1995年 建築環境研究所
2003年 空間計画設立

を
見
な
が
ら
考
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
時
間
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
貴
重
で
す
ね
。

森
本　

海
外
も
一
人
で
行
か
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
健
康
に
つ
い
て
特
に
気
を
遣
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

槇　

あ
ま
り
気
を
遣
わ
な
い
け
れ
ど
、
な
る
べ

く
歩
く
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
。
去
年
の
九
月

の
誕
生
日
に
車
を
や
め
た
ん
で
す
。
家
か
ら
こ

こ
ま
で
で
す
と
、
車
な
ら
せ
い
ぜ
い
一
五
分
か

二
〇
分
で
来
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
今
は
電
車
と

バ
ス
、
あ
と
は
歩
い
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
車
だ
と

社
会
に
接
触
す
る
機
会
が
な
く
な
り
ま
す
ね
。

赤
ん
坊
な
ん
か
を
見
て
い
て
も
非
常
に
面
白
い

し
、
そ
う
い
っ
た
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
ね
。

森
本　

都
市
の
情
景
と
い
い
ま
す
か
。

槇　

え
え
、
情
景
が
あ
り
ま
す
ね
。
確
か
に
少

し
込
ん
だ
時
間
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
が
、

渋
谷
駅
に
し
て
も
み
ん
な
う
ま
く
す
り
抜
け
て

歩
け
る
し
。

森
本　

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
す
ね
。

槇　

ぶ
つ
か
っ
て
け
ん
か
に
な
る
と
い
う
こ
と

の
な
い
社
会
だ
と
い
う
の
は
非
常
に
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
自
分
は
思
っ
て
い
ま
す
。

荒
木　

本
日
は
ご
多
忙
の
中
長
時
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
二
八
年
二
月
一
八
日
・　
　

槇
総
合
計
画
事
務
所
に
て
）

つ
く
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
経
験
上

思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
何
か
大
上

段
で
﹁
こ
れ
か
ら
の
建
築
は
こ
う
で
あ
る
べ
き

だ
﹂
と
い
う
、
自
分
は
そ
う
い
う
言
い
方
を
あ

ま
り
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
と
孤
独

奥
河　

槇
先
生
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の

中
で
も
孤
独
を
楽
し
め
る
場
所
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
も

一
人
で
い
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

槇　

え
え
、一
人
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
海
外
へ
も
一
人
で
行
き
ま
す
よ
。

奥
河　

ど
う
い
っ
た
点
を
大
事
と
考
え
、
お
一

人
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

槇　

考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
も
の
を
考

え
る
の
は
、
一
人
で
考
え
る
こ
と
と
、
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
る
こ
と
と
、
両
方
あ
る
わ
け
で

す
よ
ね
。
例
え
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
か
を

や
っ
て
い
ま
す
と
、
み
ん
な
と
い
ろ
ん
な
形
で

や
り
ま
す
。
た
だ
、
夜
中
に
目
が
覚
め
た
と
き

は
ま
さ
に
一
人
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
あ
の

仕
事
の
こ
こ
は
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
付
け
ば
、
そ
れ
を

翌
日
の
朝
皆
さ
ん
に
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
考
え
る
と
眠
れ
な
く
な
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
や
め
た
ほ
う
が
い
い
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
︵
笑
︶。
ラ
ン
チ
の
時

間
も
一
人
で
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
に
行
っ
て
外

森
本　

建
築
を
取
り
巻
く
状
況
を
含
め
て
世
の

中
は
時
と
共
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
槇
先
生
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

槇　

や
は
り
﹁
人
間
と
は
何
か
﹂
と
い
う
こ
と

が
建
築
家
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
子
ど
も
は
、
ど
こ
の
国
の
ど

の
時
代
の
ど
ん
な
文
化
の
あ
る
い
は
何
も
無
い

所
で
も
、
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
︵
ふ
る
ま
い
︶
が
同
じ
な

ん
で
す
。
あ
る
も
の
に
つ
い
て
驚
い
た
り
、
喜
ん

だ
り
、
飛
ん
だ
り
す
る
。
そ
う
い
っ
た
普
遍
的

な
人
間
と
、
我
々
の
付
き
合
う
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ

の
両
方
の
人
た
ち
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
、

ど
う
い
う
こ
と
が
意
味
の
あ
る
建
築
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
が
常
に
私
の
関
心
事
な
の
で
す
。

　

た
だ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
言
う
こ
と
を
言
う
な

り
に
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ま
り
好

ま
な
い
し
、
や
り
ま
せ
ん
。
時
々
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
文
句
を
言
わ
れ
て
も
、
こ
ち
ら
は
そ
う

思
っ
て
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

し
か
や
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
こ
か
ら

や
は
り
学
ぶ
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
、﹁
こ
こ
は

向
こ
う
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
一
理
あ
る
の
だ

か
ら
い
い
だ
ろ
う
﹂
と
わ
れ
わ
れ
自
身
で
判
断

し
て
、
い
い
も
悪
い
も
決
め
て
い
く
。
そ
れ
が

大
事
で
あ
っ
て
、
妥
協
は
し
て
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
や
り
方
で
今
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
し
、
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で

や
っ
て
い
け
ば
こ
の
後
も
そ
れ
な
り
の
も
の
を

荒
木　

所
員
の
方
々
も
そ
う
い
っ
た
共
通
の
関

心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

槇　

え
え
、
あ
り
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
み
ん

な
非
常
に
現
場
に
出
た
が
る
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
そ
こ
で
初
め
て
施
工
に
携
わ
る
人
々
と
接

触
し
た
り
、
実
際
に
モ
ノ
と
い
う
も
の
に
対

す
る
経
験
を
積
ん
で
い
け
る
わ
け
で
す
。
最

近
、
大
き
な
組
織
事
務
所
に
な
る
と
、
仕
事
が

分
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
あ
ま
り
い
い
こ
と
で
は
な

い
な
と
思
い
ま
す
。
特
に
大
き
な
組
織
事
務
所

に
な
り
ま
す
と
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い

う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
僕
は
、
も

し
も
将
来
自
分
で
や
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
ら
、

そ
れ
は
あ
ま
り
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
た
だ
、
大
き
な
組
織
事
務
所
に
一
生
い
る

の
だ
っ
た
ら
、
分
業
も
し
ょ
う
が
な
い
な
と
思

う
ん
で
す
が
。
ま
あ
、
そ
ん
な
時
代
で
す
ね
。

荒
木　
﹁
槇
総
合
計
画
事
務
所
の
50
年
の
歴
史

︵1965-2015

︶﹂︵
注
20
︶
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

Ｏ
Ｂ
の
方
が
、
計
画
ば
か
り
を
や
っ
て
い
て
現

場
に
出
ら
れ
な
く
て
、
や
っ
と
現
場
に
出
ら
れ

て
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

槇　

そ
う
。
そ
り
ゃ
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
物
件

を
設
計
を
担
当
し
た
人
が
現
場
に
出
る
と
い
う

こ
と
が
ず
っ
と
う
ち
の
事
務
所
の
ポ
リ
シ
ー
で

は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
う
ま
く
入
っ
た
と
き
に
そ

う
い
う
巡
り
合
わ
せ
の
な
か
っ
た
人
も
い
て
⋮
。

本
当
に
み
ん
な
現
場
に
行
き
た
が
り
ま
す
ね
。
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　ヒルサイドテラス
　

旧山手通り

　1967-1992 　Another Utopia

メ
ザ
ニ
ン
の
あ
る
広
場

　
現
代
が
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
代
で
も
あ
る

と
感
じ
る
の
は
、「
大
海
原
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ゼ
ロ
か
ら
の
発
想
と
対
話
が
可
能
と
な
る
か
ら
で

す
。
一
隻
の
船
が
消
失
し
、
大
海
原
だ
け
存
在
す

る
状
況
は
、
い
い
換
え
れ
ば
、
西
欧
中
心
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
も
消
失
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
何
で
も
あ
り
」
の
時
代
と
は
、
今
ま
で
に
な

か
っ
た
も
の
が
出
現
す
る
可
能
性
も
示
唆
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
都
市
は
建
築
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
と
常
識
的
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
広

場
を
基
本
に
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
広

場
だ
っ
て
、
メ
ザ
ニ
ン
（
二
つ
の
階
に
ま
た
が
る

形
状
）
が
あ
っ
て
い
い
し
、
丘
が
あ
っ
て
も
い
い
。

た
と
え
ば
、
十
字
形
の
広
場
の
よ
う
に
、
真
ん
中

に
焦
点
が
あ
っ
て
、
四
方
か
ら
や
っ
て
き
た
人
た

ち
が
中
央
ま
で
来
た
と
き
に
、
空
間
の
大
き
な
広

が
り
に
気
づ
く
―
そ
う
い
う
し
か
け
も
あ
り
得
る

で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、「
ア
ナ
ザ
ー
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
」、
も

う
一
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

い
ま
、
広
場
を
核
に
し
た
都
市
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
ま
す
。
建
築
は
多
く
の
場
合
、
建
物
の
一
部

だ
け
、
そ
れ
も
か
ぎ
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
し
か

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歩
道

も
含
め
た
広
場
空
間
は
一
年
中
、
二
四
時
間
、
人

び
と
が
共
用
・
共
有
で
き
る
空
間
な
の
で
す
。
だ

か
ら
不
測
の
災
害
時
に
も
強
い
。

　
そ
う
や
っ
て
広
場
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
次
第
に

ど
の
よ
う
な
建
築
群
を
周
り
に
つ
く
っ
た
ら
よ
い

Collective Form of Open Spaces

オープン・スペースの集合体
従来の〈まず建築ありき〉という思考形式を逆転させた〈まず外部空間
ありき〉という発想に基づく提案。
建築群のあり方が決定する未来の都市ではなく、広場群が未来の都市の
姿を示唆する。
コペルニクス的変革が期待される 21 世紀。

時と建築
1. 時とは　　記憶と経験の宝庫である
2. 時は　　　都市と建築の調停者である
3. 時が　　　建築の最終審判者である

空間と建築
1. 空間には　外部と内部の差は存在しない
2. 空間は　　機能を包容し、且つ刺激する
3. 空間が　　人間に歓びを与える

旧山手通りに面する各建物は高さ 10m を保
持し、ひとつの街並みとしての景観をつく
り出している。

１. 建物の高さ ２. パブリックスペース

３. 空間の襞 ４. 回帰性のある経路

第 4 期（ヒルサイドアネックス）
1985 年

第 1 期 1969 年 第 5 期（ヒルサイドプラザ）
1987 年

第 2 期 1973 年

第 3 期 1977 年 デンマーク大使館
1979 年

第 6 期 1992 年

アネックス A 棟

アネックス B 棟

A 棟 B 棟 C 棟 D 棟

E 棟

F 棟

G 棟

H 棟

大使公邸

事務棟

都市空間にひとつの秩序を与えるのが、内
部・外部のパブリックスペースである。特
に展示、集会、音楽等文化的イベントの空
間を持つことによって、その性格は一層特
徴づけられる。

図に示されるように、ヒルサイドテラスで
は比較的限定された広がりの中にも幾重に
も様々な内･外部空間、樹木が濃密な襞をつ
くり上げている。それが空間に奥性を演出
している。

この計画の特徴は、各建物が単に旧山手通
りに面しているだけではなく、敷地内に設
けられた内部･外部のパブリックスペースに
よって異なった経路を選択しながら、再び
旧山手通りに帰ってくることができる。そ
れはより豊かな逍遥性を与えていると言え
よう。

か
と
い
う
発
想
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
お
そ
ら
く
民
主
的
な
都
市
と
は
、
市
民
の
意

見
が
通
り
や
す
い
も
の
な
の
で
す
。
人
び
と
が
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
広
場
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
か
ら
、
都
市
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
ゆ
く

と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
度
、
外
部
空
間
、
広
場
の
も
っ
て
い
る

意
味
を
、
歴
史
的
に
み
つ
め
な
お
し
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
ど
ん
な
創
作
が
あ
り
得
る
の
か
、
考
え

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
一
人
の
若
者
か
ら
の
「
こ
れ
か
ら
の
建
築
は
ど

う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に

は
、
切
実
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

建
築
家
た
ち
は
、
大
海
原
で
ひ
と
り
泳
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
価
値
軸
が
浮
遊
す

る
と
こ
ろ
へ
個
人
が
ポ
ツ
ン
と
放
り
出
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
現
象
は
、
日
本
社
会
の
様
ざ
ま
な
場
面

で
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
一
人
で

い
る
こ
と
す
な
わ
ち
孤
独
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
、

そ
れ
は
自
由
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
は
、
建
築
家
を
自
由
に
す
る

も
の
で
し
た
。
一
人
の
自
由
と
向
き
合
っ
て
い
け

ば
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
深
化
も
ま
た
見
え
て
い

く
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
建
築
か
ら
都
市
を
都
市
か
ら
建
築
を
考
え
る
』

（
槇 

文
彦
・
聞
き
手 

松
隈 

洋
・
岩
波
書
店
刊
）

よ
り
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　ヒルサイドテラス
　

旧山手通り

　1967-1992 　Another Utopia

メ
ザ
ニ
ン
の
あ
る
広
場

　
現
代
が
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
代
で
も
あ
る

と
感
じ
る
の
は
、「
大
海
原
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ゼ
ロ
か
ら
の
発
想
と
対
話
が
可
能
と
な
る
か
ら
で

す
。
一
隻
の
船
が
消
失
し
、
大
海
原
だ
け
存
在
す

る
状
況
は
、
い
い
換
え
れ
ば
、
西
欧
中
心
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
も
消
失
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
何
で
も
あ
り
」
の
時
代
と
は
、
今
ま
で
に
な

か
っ
た
も
の
が
出
現
す
る
可
能
性
も
示
唆
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
都
市
は
建
築
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
と
常
識
的
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
広

場
を
基
本
に
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
広

場
だ
っ
て
、
メ
ザ
ニ
ン
（
二
つ
の
階
に
ま
た
が
る

形
状
）
が
あ
っ
て
い
い
し
、
丘
が
あ
っ
て
も
い
い
。

た
と
え
ば
、
十
字
形
の
広
場
の
よ
う
に
、
真
ん
中

に
焦
点
が
あ
っ
て
、
四
方
か
ら
や
っ
て
き
た
人
た

ち
が
中
央
ま
で
来
た
と
き
に
、
空
間
の
大
き
な
広

が
り
に
気
づ
く
―
そ
う
い
う
し
か
け
も
あ
り
得
る

で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、「
ア
ナ
ザ
ー
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
」、
も

う
一
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

い
ま
、
広
場
を
核
に
し
た
都
市
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
ま
す
。
建
築
は
多
く
の
場
合
、
建
物
の
一
部

だ
け
、
そ
れ
も
か
ぎ
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
し
か

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歩
道

も
含
め
た
広
場
空
間
は
一
年
中
、
二
四
時
間
、
人

び
と
が
共
用
・
共
有
で
き
る
空
間
な
の
で
す
。
だ

か
ら
不
測
の
災
害
時
に
も
強
い
。

　
そ
う
や
っ
て
広
場
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
次
第
に

ど
の
よ
う
な
建
築
群
を
周
り
に
つ
く
っ
た
ら
よ
い

Collective Form of Open Spaces

オープン・スペースの集合体
従来の〈まず建築ありき〉という思考形式を逆転させた〈まず外部空間
ありき〉という発想に基づく提案。
建築群のあり方が決定する未来の都市ではなく、広場群が未来の都市の
姿を示唆する。
コペルニクス的変革が期待される 21 世紀。

時と建築
1. 時とは　　記憶と経験の宝庫である
2. 時は　　　都市と建築の調停者である
3. 時が　　　建築の最終審判者である

空間と建築
1. 空間には　外部と内部の差は存在しない
2. 空間は　　機能を包容し、且つ刺激する
3. 空間が　　人間に歓びを与える

旧山手通りに面する各建物は高さ 10m を保
持し、ひとつの街並みとしての景観をつく
り出している。

１. 建物の高さ ２. パブリックスペース

３. 空間の襞 ４. 回帰性のある経路

第 4 期（ヒルサイドアネックス）
1985 年

第 1 期 1969 年 第 5 期（ヒルサイドプラザ）
1987 年

第 2 期 1973 年

第 3 期 1977 年 デンマーク大使館
1979 年

第 6 期 1992 年

アネックス A 棟

アネックス B 棟

A 棟 B 棟 C 棟 D 棟

E 棟

F 棟

G 棟

H 棟

大使公邸

事務棟

都市空間にひとつの秩序を与えるのが、内
部・外部のパブリックスペースである。特
に展示、集会、音楽等文化的イベントの空
間を持つことによって、その性格は一層特
徴づけられる。

図に示されるように、ヒルサイドテラスで
は比較的限定された広がりの中にも幾重に
も様々な内･外部空間、樹木が濃密な襞をつ
くり上げている。それが空間に奥性を演出
している。

この計画の特徴は、各建物が単に旧山手通
りに面しているだけではなく、敷地内に設
けられた内部･外部のパブリックスペースに
よって異なった経路を選択しながら、再び
旧山手通りに帰ってくることができる。そ
れはより豊かな逍遥性を与えていると言え
よう。

か
と
い
う
発
想
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
お
そ
ら
く
民
主
的
な
都
市
と
は
、
市
民
の
意

見
が
通
り
や
す
い
も
の
な
の
で
す
。
人
び
と
が
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
広
場
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
か
ら
、
都
市
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
ゆ
く

と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
度
、
外
部
空
間
、
広
場
の
も
っ
て
い
る

意
味
を
、
歴
史
的
に
み
つ
め
な
お
し
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
ど
ん
な
創
作
が
あ
り
得
る
の
か
、
考
え

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
一
人
の
若
者
か
ら
の
「
こ
れ
か
ら
の
建
築
は
ど

う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に

は
、
切
実
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

建
築
家
た
ち
は
、
大
海
原
で
ひ
と
り
泳
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
価
値
軸
が
浮
遊
す

る
と
こ
ろ
へ
個
人
が
ポ
ツ
ン
と
放
り
出
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
現
象
は
、
日
本
社
会
の
様
ざ
ま
な
場
面

で
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
一
人
で

い
る
こ
と
す
な
わ
ち
孤
独
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
、

そ
れ
は
自
由
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
は
、
建
築
家
を
自
由
に
す
る

も
の
で
し
た
。
一
人
の
自
由
と
向
き
合
っ
て
い
け

ば
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
深
化
も
ま
た
見
え
て
い

く
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
建
築
か
ら
都
市
を
都
市
か
ら
建
築
を
考
え
る
』

（
槇 

文
彦
・
聞
き
手 

松
隈 

洋
・
岩
波
書
店
刊
）

よ
り
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大阪市北区茶屋町 10－12
会期 4 月 21 日 ( 木 ) ー 5 月 29 日 ( 日 )
開催時間 11：00 ー 21：00
休館日 5 月 16 日 ( 月 )　最終日は 17：00 まで

入場無料

「ヒューマンな環境の構築を目指して」

http://www.aba-osakafu.or.jp/

建築家 槇文彦 講演会 
講演テーマ 

槇文彦 展覧会 < 同時開催 > 

問い合わせ

大阪市北区中ノ島 1-1-27

入場無料／事前予約制 お申込みは WEB で

[ 開場 17：30]5 月 13 日 [ 金 ]　18：30 ～ 20：00
大阪市中央公会堂 大集会室会場

日時 

建築家 槇 文彦 展
未 来 へ の メ ッ セ ー ジ
槇文彦 + 槇総合計画事務所の 50 年

世界的に著名な建築家である槇文彦氏の主宰する槇総合計画事務所は、昨年
創立 50 周年を迎えられました。  槇文彦氏はこれまでモダニズムの建築家とし
て、常に一貫した作風と先端のデザインコンセプトで建築設計界を牽引し、
社会を豊かにする建築作品を生み出してこられました。　最近では、マンハッ
タンのグラウンドゼロにおける４ＷＴＣの設計者としても世界から注目されて
います。展覧会では建築作品の模型、図面、映像だけではなく、普段は公開され
ない直筆のスケッチなどを通して建築家の思考過程、試行錯誤の痕跡を紹介し、
槇文彦氏と主宰する槇総合計画事務所の半世紀にも及ぶ軌跡をたどるとともに、
さらに進化を続ける最新のプロジェクトを紹介します。  
大阪府建築士会ではこの展覧会を「未来へのメッセージ」と位置づけ、槇文彦氏
の一貫した設計スタイルから生み出される建築の素晴らしさ、建築デザインの
大切さについて、建築関係者をはじめ学生や広く一般市民の方々、子供達にも
肌で感じ取っていただき、今後将来にわたりこのような素晴らしい建築が生み
だされる礎にしたいと存じます。皆様におかれましては、「建築家槇文彦展」に
ぜひご来場いただきますようお願い申しあげます。

                                                   　　　　　公益社団法人大阪府建築士会

我々は５０年間の設計活動を通じ一貫してヒューマンな環境の構築を目指して
きました。  この展覧会はその結果生まれた数々の建築作品の成果だけでなく、
その後、それらのスペースがどのような社会性を獲得してきたかを紹介します。

                                            　　　　　　　　槇文彦 + 槇総合計画事務所

公益社団法人大阪府建築士会
〒540-0012　大阪市中央区谷町 3-1-17 高田屋大手前ビル 5 階
TEL　06-6947-1961　FAX　06-6943-7103　
http://www.aba-osakafu.or.jp/

CPD 2 単位予定

大阪府建築士会 検索

後援
( 一社 ) 日本建築協会　
( 一社 ) 日本建築学会近畿支部　
( 公社 ) 日本建築家協会近畿支部
( 一社 ) 大阪建設業協会
( 一社 ) 日本建築材料協会
( 一社 ) 大阪府建築士事務所協会
( 一社 ) 日本建設業連合会
( 一社 ) 日本建築構造技術者協会関西支部
( 公社 ) 日本建築積算協会関西支部
( 一社 ) 建築設備技術者協会近畿支部
( 一社 ) 大阪電業協会
( 一社 ) 大阪空気調和衛生工業協会
( 一社 ) 大阪府設備設計事務所協会
( 一社 ) 関西建築構造設計事務所協会
( 一社 ) 関西インテリアプランナー協会
　　
協力
阪急阪神ビルマネジメント㈱　

協賛
㈱竹中工務店
鹿島建設㈱
大成建設㈱
㈱大林組
清水建設㈱
㈱ユニオン
グラフィソフトジャパン㈱
( 一社 ) 日本インテリアアテンダント協会
ＴＯＴＯ㈱
㈱ＬＩＸＩＬ
㈱オーシマプロス
㈱日本電装

ヒューマンな環境の構築を目指して

堺筋

日本銀行

中之島図書館
大阪市中央公会堂

御堂筋

淀屋橋駅
北浜駅なにわ橋駅大阪市役所

東洋陶磁器美術館
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Gallery 建築作品紹介 カプコン研究開発第 2 ビル 設計：東畑建築事務所
施工：大林組

大阪を拠点とする世界的ゲームメーカー、株式会社カプコンの研究開発部
門拡充を目的に計画された。上町断層帯地震動を考慮した高性能基礎免
震構造の採用や、発電機を含む電力系設備の上階設置による浸水・停電
対策など安全・安心の設計としている。外観は、正対する既存研究開発ビ
ルとの調和と対比をコンセプトとした。縦基調デザインの踏襲や外装仕
上の共有を図りつつ、石打込リブ状 PC 版とフィン付きカーテンウォール
による繊細でのびやかな表情で先進性を印象づけるとともに、日射遮蔽機
能を付加している。カプコン研究開発拠点を象徴するツインタワーとして
一体感のある佇まいを創出している。　 （上羽一輝／根木和人／馬場大輔）

所 在 地：大阪市中央区
用　　途：事務所
竣　　工：2016.1
構造規模：Ｓ造（一部
　　　　　SRC･RC造）
　　　　　地下 2階
　　　　　地上 16階
敷地面積：1,332.30㎡
建築面積：657.57㎡
延床面積：11,132.35㎡
写　　真：時空アート



2016.05  建築人 22

Gallery 建築作品紹介 アース環境サービス彩都総合研究所 T-CUBE 設計：大成建設一級建築士事務所
施工：大成建設

■高度環境技術を研究蓄積し、情報化発信するビジネス創造拠点
施設の防虫・衛生管理から医薬品製造のクリーン制御等、多彩な高度環
境技術を研究蓄積し、その技術を情報化しグローバルなビジネスとして
展開する他に類を見ない最先端研究所です。来訪者が学び、製造実習で
きる「ウェルカムキューブ」と従業員である研究者が分析・実験する「ワー
キングキューブ」から構成されています。これらの２つのキューブが交
わる部分に、大小様々な見学・交流空間を施設全体に張り巡らせること
で、各層の異なる機能をつなぎ、事業内容である環境サービスの見える
化を図っています。　　　　　　　　　（平井昌志・古市理・鬼頭朋宏）

建 築 主：アース環境サー
　　　　　ビス株式会社
所 在 地：大阪府茨木市
用　　途：事務所・研究所
竣　　工：2015.10
構造規模：鉄骨造 4階建
敷地面積：11,193.80㎡
建築面積：1,777.09㎡
延床面積：6,679.48㎡
技　　術：CASBEE-S
写　　真：宮本真治
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Gallery 建築作品紹介 織物の茶室～下鴨神社・糺の森～ 設計：橋口建築研究所
施工：橋口新一郎+大阪内装材料協同組合

日本国内に限らず、美術館や歴史博物館を訪れると、現代では再現する
ことが困難な伝統技術を、目にする機会が増えています。このことは、
これまでに受け継がれてきた伝統的な技術や感性がとぎれつつある現実
を指し示しています。織物の茶室は、製造工場での日常的な作業工程、
これまでに積みあげてきた織物の技術の高さを表現しており、表にはで
てこない職人たちの巧みな技術と、繊細な手仕事の重要性を伝えようと
しています。繊細な手仕事が施された一本の細い糸が、幾重にも織りか
さなり、点から線、線から面へと変体し、緊張感に満ち溢れる空間にま
で昇華する様を愛でるお茶室です。　　　　　　　　　　（橋口新一郎）

所 在 地：京都府京都市
用　　途：茶室
竣　　工：2016.2
構造規模：2帖
写　　真：淺川　敏
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連
載
　
建
築
の
射
程

Ｐ
全
体
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
重
点
は
﹁
活
力
魅
力
﹂﹁
環
境
共

生
﹂﹁
安
全
安
心
﹂
と
地
域
の
一
体
的
な
取
り

組
み
を
支
え
る
﹁
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
﹂
で
す
。
既
存
の
Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
特
徴
や
強
み
を

生
か
し
つ
つ
、
時
代
の
要
求
に
合
わ
せ
て
新
た

な
機
能
や
役
割
を
都
市
全
体
に
導
入
し
、
よ
り

魅
力
的
な
都
市
へ
と
再
生
し
て
い
こ
う
と
す
る

試
み
で
す
。
新
た
に
ま
ち
を
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る

の
で
は
な
く
、
既
存
の
都
市
を
時
代
に
合
わ
せ

て
大
規
模
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
は
、
先
進
的
な
試
み
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
は
﹁
Ｏ
Ｂ
Ｐ
﹃
ソ
ト
コ
ミ
®
﹄

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
や
﹁
Ｏ
Ｂ
Ｐ
﹃
Ｖ
２
Ｘ
﹄
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
等
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、エ
リ
ア
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム﹁
Ｃ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
﹂
を
導
入
し
、
地
区
全
体
の
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
歩
行
者
空
間
化
を
目
指

し
た
社
会
実
験
﹃
Ｏ
Ｂ
Ｐ
ホ
コ
天
フ
ェ
ス
タ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ａ
Ｖ
Ｅ

－

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
﹄
の
実
施
や
、

地
区
と
し
て
の
防
災
性
向
上
を
目
的
と
す
る
都

市
再
生
安
全
確
保
計
画
を
策
定
し
、
防
災
組
織

の
立
上
げ
や
エ
リ
ア
全
体
で
の
避
難
訓
練
な
ど

の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年

に
は
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開
発
協
議
会
を
一
般
社
団
法
人
化

し
、
本
格
的
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け

た
体
制
の
充
実
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

筆
者
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
社
会
実
験
に
都

市
デ
ザ
イ
ン
、
公
共
空
間
利
活
用
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
参
画
し
、
社
会
実
験
の
企
画
、
検
証
等
に
関

与
し
て
お
り
、
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。︵
図
１
︶

Ｏ
Ｂ
Ｐ
『
ソ
ト
コ
ミ
®
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

Ｏ
Ｂ
Ｐ﹃
ソ
ト
コ
ミ
®
﹄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

第
38
回

OBP サステナブル・スマート・コミュニティの挑戦
エリアマネジメントの蓄積が拓く未来

嘉名　光市（かな  こういち）
1968 年生。東京工業大学大学院博士後期課程修了。大阪市立大学大学院工学研究科都市系専攻准教授。博士（工学）、技術士（都市及び地方
計画）、一級建築士。専門は都市計画、都市デザイン。著作に「都市を変える水辺アクション」（学芸出版社）など。

日本におけるスーパーブロックでの地区開発の先行事例である大阪ビジネスパーク（OBP）がまちびらきをして、
今年で 30 年となりました。今、OBP では成熟した街を先端技術により、さらに魅力的にする活動が始まって
います。この都市リノベーションへの新しい取り組みを大阪市立大学の嘉名光市先生にご紹介いただきます。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
知
的
生
産
性
を
両
立
す
る
新

た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
と
空
間
活
用
の
実
現
に

向
け
て
、
Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
で
実

施
し
た
実
証
事
業
で
す
。
Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
空
間
的
特

徴
は
、
建
築
物
、
屋
外
空
間
に
共
通
し
て
豊
か

な
公
共
空
間
や
共
用
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
資
産
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、
空

間
設
計
技
術
、
設
備
制
御
技
術
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
構
築
技
術
等
を
活
用
し
、
よ
り
豊
か
な
オ

フ
ィ
ス
環
境
と
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
両
立
し

よ
う
と
す
る
試
み
を
社
会
実
験
と
し
て
展
開
し

ま
し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
が
自
由
に
利
用
で
き
る

屋
内
・
屋
外
の＂
分
散
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
＂
が
心
地
よ
さ
や
知
的
生
産
性
に
及
ぼ
す
影

響
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
誘
導
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
移
動
促
進
効
果
、
室
内
側
で
の
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
削
減
効
果
︵
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
率
︶
な

ど
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

都
市
の
公
共
空
間
や
広
場
で
の
多
面
的
利
活

用
の
試
み
や
社
会
実
験
は
全
国
的
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
が
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
の
気

分
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
多
様
な
空

間
を
使
い
分
け
つ
つ
、
生
産
性
や
快
適
性
を
高

め
つ
つ
、
環
境

負
荷
低
減
に
も

貢
献
し
よ
う
と

い
う
試
み
は
ほ

と
ん
ど
例
が
な

く
、
先
進
的
な

取
り
組
み
と
い

え
ま
す
。︵
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﹁
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﹂
は
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自
動
車
︵
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を
表
し
て
お
り
、
電
気
自
動
車
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Ｅ
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︶・
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
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ド
車︵
Ｐ
Ｈ
Ｖ
︶の
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ッ

テ
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を
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ル
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源
と
し
て
活
用
し
、
平
常

大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク（
Ｏ
Ｂ
Ｐ
）の
概
要

　

大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
︵
以
下
Ｏ
Ｂ
Ｐ
︶
は
、

京
橋
駅
の
南
側
、
大
阪
城
公
園
の
北
に
位
置
す

る
大
阪
を
代
表
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
の
ひ
と
つ
で

す
。
か
つ
て
、
弁
天
島
と
呼
ば
れ
、
戦
前
は
大

阪
砲
兵
工
廠
で
し
た
が
、
戦
後
に
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
っ
て
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
、
ツ
イ

ン
21
や
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
な
ど
の
高
層
ビ
ル

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
京
橋
駅
か
ら
直
通
す
る

デ
ッ
キ
︵
大
阪
城
京
橋
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
︶
や
地

区
を
南
北
に
貫
通
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で

あ
る
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
高
質
な
都
市

空
間
も
そ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
市
基

盤
が
ほ
と
ん
ど
整
っ
て
い
な
い
状
況
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
大
規
模

な
土
地
利
用
転
換
が
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
権
者
等
を
中
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た
組
織
︵
大
阪
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ジ
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ク
開
発
協
議
会
︵
以
下
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開
発
協

議
会
︶
が
一
九
七
〇
年
に
発
足
し
、
構
想
の
立

案
や
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
、
一
九
八
六
年

に
ま
ち
び
ら
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開

発
協
議
会
は
ま
ち
び
ら
き
後
も
存
続
し
、
今
日

的
に
い
え
ば
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
べ
る

地
権
者
や
テ
ナ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
継
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
る
草
分

け
的
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
ち
び
ら
き
か
ら
三
〇
年
が
経
過

し
、
今
後
大
規
模
な
改
修
や
機
能
更
新
の
時
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
大
阪
や
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
な
ど
、
近

年
誕
生
し
た
新
た
な
都
市
開
発
に
対
し
て
相
対

的
な
魅
力
の
低
下
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
時

代
に
合
わ
せ
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｐ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展
開

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・ス
マ
ー
ト・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

　

そ
こ
で
、
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開
発
協
議
会
で
は
、
Ｏ
Ｂ

写真-1 公開空地を活用した分散型コミュニ
ティスペース（屋外）（筆者撮影）
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時
・
災
害
時
に
対
応
可
能
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を

目
的
と
し
た
実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
松
下
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ビ
ル
で
平
成
二
五
年
度

～
平
成
二
七
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ

へ
の
転
換
を
想
定
し
て
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
五

台
同
時
に
充
電
・
放
電
で
き
る
機
器
及
び
専
用

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
新
た
に
開
発
。
平
常
時
の
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ

Ｈ
Ｖ
の
充
電
負
荷
の
平
準
化
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ

の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
活
用
し
た
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
、
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
︵
Ｄ
Ｒ
︶、
災
害

時
の
帰
宅
困
難
者
対
応
と
し
て
一
時
避
難
所
・

エ
レ
ベ
ー
タ
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
実
証
を

行
い
ま
し
た
。

　
＂
既
存
ビ
ル
等
に
も
導
入
可
能
な
シ
ス
テ
ム
＂

の
構
築
に
向
け
て
、
築
約
三
〇
年
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
開
発
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
Ｅ

Ｖ
を
複
数
台
導
入
し
入
居
テ
ナ
ン
ト
に
社
用
車

と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
中
で
の
技
術
実
証
で

あ
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
化
し
た
先
進

的
な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。︵
図
３
・
４
︶

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
都
市
空
間
の
転
換
を
社

会
実
験
で
検
証
し
た
結
果
、
予
想
以
上
の
利
用

者
の
来
訪
者
数
と
高
い
満
足
度
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
社
会
実
験
等
を
実
施
し

な
が
ら
、
将
来
的
な
空
間
の
あ
り
方
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
証
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
継
続
が
培
う

都
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

Ｏ
Ｂ
Ｐ
で
は
、
四
六
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し

て
き
た
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開
発
協
議
会
の
ま
ち
づ
く
り
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
蓄
積
を
生
か
し

て
、時
代
に
適
合
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、
関
係

す
る
地
権
者
や
テ
ナ
ン
ト
の
理
解
や
合
意
形
成

な
し
に
は
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
近
年

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

や
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の

先
進
事
例
を
研
究
し
て
も
、
魅
力
的
な
都
市
空

間
の
再
編
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
あ
る
い
は
場
の

魅
力
を
生
か
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
適
切
に
行

う
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
継
続
な
し
に
は
実
現
で
き
な
か
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　

竣
工
時
が
頂
点
で
、
そ
の
後
は
そ
の
価
値
が

次
第
に
低
下
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
時
代
の

要
請
に
し
な
や
か
に
適
応
し
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
そ
の
質
が
高
ま
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
す
る
に
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

継
続
と
い
う
Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

は
終
わ
る
こ
と
な
く
、こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
の
発
展
、
進
化
に
も
多
い
に

期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
大
き
な
可
能

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

『
Ｏ
Ｂ
Ｐ
ホ
コ
天
フ
ェ
ス
タ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ａ
Ｖ
Ｅ

－

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
』

　
﹃
Ｏ
Ｂ
Ｐ
ホ
コ
天
フ
ェ
ス
タ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ａ

Ｖ
Ｅ

－

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
﹄
は
、
二
〇
一
五
年
秋
に
開

催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ

る
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
四
日
間
限
定
で
全
面

歩
行
者
空
間
化
し
た
社
会
実
験
で
す
。
将
来
的

に
現
在
の
車
道
と
歩
道
の
道
路
空
間
の
再
配
分

を
行
い
、
人
中
心
の
空
間
へ
と
再
編
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
そ
の
利
活
用
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
ま
す
。

　

来
訪
者
や
ワ
ー
カ
ー
を
対
象
と
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
施
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
、
豊
か
な
公
共
空

間
の
魅
力
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。
近
年
の
オ
フ
ィ
ス
街
は
単
に
働
く
場

と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
楽
し

い
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
、
憩
い
、
ア

フ
タ
ー
５
の
充

実
も
含
め
て
人

に
寄
り
添
う
こ

と
が
求
め
ら
れ

図 -1 OBPリノベーション事業の全体像（資料：竹中工務店）図 -2 OBP『ソトコミ®』プロジェクト概要（資料：竹中工務店）

図 ︲₃ 技術実証システム概念図（資料：関電不動産開発）

図 -4 EMSイメージ図（資料：関電不動産開発）

写真-2 OBP ホコ天フェスタ PARK 
 AVE-NEW!の様子（筆者撮影）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

嶋
田　

義
則

め
ざ
せ
、
耐
震
化
へ
の
市
民
意
識
向
上
！！ 

は
じ
め
に

　

大
阪
狭
山
市
は
、
大
阪
平
野
の
東
南
部
に
位

置
し
、
東
は
富
田
林
市
、
西
及
び
北
は
堺
市
、

南
は
河
内
長
野
市
に
接
し
、
大
阪
市
中
心
部
か

ら
直
線
距
離
で
約
二
〇
㎞
圏
に
位
置
し
て
お
り

市
内
を
縦
貫
し
て
い
る
南
海
電
気
鉄
道
高
野
線

の
三
駅
が
あ
り
、
大
阪
市
内
ま
で
約
二
五
分
で

結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
域
は
、
東
西
最
大
幅
二
．四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
南
北
に
七
．〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積

一
一
．九
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
隣
接
す
る

大
き
な
市
に
囲
ま
れ
た
人
口
約
五
七
、八
〇
〇

人
の
小
さ
な
市
が
大
阪
狭
山
市
で
す
。

　
﹁
狭
山
﹂
と
い
う
地
名
は
東
の
羽
曳
野
丘
陵

と
西
の
陶
器
山
山
系
に
挟
ま
れ
た
地
と
し
て
名

づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
を
大
別

す
る
と
北
東
部
の
平
地
部
と
南
西
部
の
丘
陵
部

に
二
分
さ
れ
、
南
か
ら
北
に
向
か
い
な
だ
ら
か

に
傾
斜
し
た
地
形
で
平
野
部
は
羽
曳
野
丘
陵
、

北
の
大
阪
丘
陵
や
泉
北
丘
陵
へ
と
連
な
っ
て
い

ま
す
。
市
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
﹁
狭
山
池
﹂
が
あ
り
、
開
発
に
よ
り
自

然
や
緑
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
貴

重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
大
阪
府
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
﹁
狭
山

池
﹂
や
﹁
さ
や
ま
遊
園
地
﹂
と
い
う
言
葉
を
一

度
は
耳
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
さ
や
ま
遊
園
地
は
平
成
一
四
年
に
閉
園

し
、
そ
の
跡
地
は
住
宅
地
と
防
災
拠
点
で
も
あ

る
﹁
さ
や
か
公
園
﹂
と
し
て
そ
の
姿
を
変
え
、

元
気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
狭
山
池
の
紹

介
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。
狭
山
池
は

六
一
六
年
に
川
を
堰
き
止
め
造
ら
れ
た
日
本
最

古
の
た
め
池
で
あ
り
、
古
事
記
や
日
本
書
記
に

記
述
が
み
ら
れ
る
た
め
池
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

も
大
雨
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
な
ど
で
幾
度
と
な

く
改
修
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
修
に

は
行
基
や
重
源
と
い
う
高
名
な
先
人
も
関
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
直
近
で
は
昭
和
六
三
年
～
平

成
一
四
年
ま
で
﹁
平
成
の
大
改
修
﹂
が
行
わ
れ
、

一
四
〇
〇
年
前
に
造
ら
れ
た
﹁
た
め
池
﹂
か
ら

雨
水
を
調
整
・
貯
水
す
る
﹁
ダ
ム
﹂
へ
と
そ
の

姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
の
大
改

修
の
際
に
行
わ
れ
た
文
化
財
調
査
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
﹁
樋
管
﹂
や
北
側
堤
の
築
造
工
法
が
、

中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
土
木
工
法

で
、
青
葉
の
付
い
た
枝
を
敷
詰
め
土
を
か
け
て

固
め
る
工
程
を
繰
り
返
す
﹁
敷
葉
工
法
﹂
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、
そ
の
歴
史
的
重
要

性
か
ら
平
成
二
七
年
三
月
に
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
が
築
造
一
四
〇
〇
年
目
の

節
目
で
あ
り
狭
山
池
や
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル

︵
市
文
化
会
館
︶
で
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
記
事
を
執
筆
し
て
い
る

時
は
大
阪
・
中
之
島
や
世
界
で
も
展
示
さ
れ
て

い
る
ラ
バ
ー
ダ
ッ
ク︵
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
︶

が
狭
山
池
に
浮
か
ん
で
お
り
、
そ
の
愛
く
る
し

い
顔
で
堤
の
桜
を
眺
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
ダ
ッ
ク
を
た
く
さ
ん
の
人
が
眺
め
て
い
ま

す
。
大
阪
狭
山
市
近
辺
に
お
住
い
の
方
や
、﹁
ど

こ
か
ぶ
ら
っ
と
散
歩
に
で
も
・
・
﹂
と
思
わ
れ

る
方
、
ぜ
ひ
狭
山
池
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

そ
の
景
色
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
︵
ラ
バ
ー

ダ
ッ
グ
は
五
月
八
日
ま
で
な
の
で
、
こ
の
記
事

を
読
ま
れ
る
と
き
は
ど
こ
か
に
飛
び
立
っ
て
い

る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
そ
の
際
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い
︶。
な
お
、
狭
山
池
北
堤
に
安
藤
忠
雄

氏
設
計
の
﹁
狭
山
池
博
物
館
﹂
も
あ
り
、
狭
山

池
の
歴
史
が
学
べ
発
見
さ
れ
た
樋
管
や
改
修
工

法
、
改
修
時
に
切
取
っ
た
狭
山
池
の
北
堤
な
ど

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
市
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
メ
イ
ン
で
あ
る
﹁
今
、
自
治
体
の
ア

ツ
イ
と
こ
っ
！
﹂
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、何
を
伝
え
る
の
か
正
直
悩
ん
で
い
ま
す
。

本
市
で
﹁
ア
ツ
く
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
は

な
ん
や
ろ
？
﹂
と
考
え
、
四
月
の
人
事
異
動
で

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
へ
戻
っ
て
き
た
私
自
身
が

携
わ
っ
て
い
る
業
務
の
中
で
ア
ツ
イ
！
と
い
え

ば
、住
宅
の
耐
震
化
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
な
ぜ
、
今
に
な
っ
て
耐
震
化
を
・
・
﹂
と
思

わ
れ
る
方
が
大
半
だ
と
思
い
ま
す
。
目
新
し
く

も
な
く
、
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
敢
え
て
触
れ

て
み
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
住
宅
耐
震
化
の
現
状

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
東
南
海
・
東
海
地
震
発

生
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
市
内
の

住
宅
及
び
多
数
の
方
が
利
用
す
る
建
築
物
の
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
﹁
大
阪
狭
山
市
建
築
物

耐
震
改
修
促
進
計
画
﹂
を
平
成
二
〇
年
三
月
に

策
定
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
計
画
が
策
定
さ
れ

る
以
前
か
ら
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
補
助
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
の
居
住
住
宅

数
が
約
二
三
、〇
〇
〇
戸
あ
り
そ
の
う
ち
耐
震

性
を
満
た
す
住
宅
は
約
一
七
、六
〇
〇
戸
、
耐

震
性
が
不
十
分
な
住
宅
が
約
五
、四
〇
〇
戸
で

耐
震
化
率
は
約
七
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

促
進
計
画
で
定
め
る
目
標
値
の
九
〇
％
に
届
い

て
い
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
促
進
計
画
中
間
見
直
し
時
︵
平
成
二
六
年

三
月
︶
の
推
計
で
は
平
成
二
九
年
度
の
耐
震
化

率
は
八
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
目
標
達
成
の
た

め
に
は
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
早
急
に
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
診
断
補
助
を
活
用
し

診
断
を
受
け
た
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
七

年
度
は
五
一
件
と
ず
ば
抜
け
て
多
い
の
で
す

が
、
そ
の
他
の
年
度
は
二
〇
件
を
少
し
下
回
る

実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
件
数
の
多
さ

は
大
阪
府
が
実
施
す
る
﹁
ま
ち
ま
る
ご
と
耐
震

化
支
援
事
業
﹂︵
通
称
﹁
ま
ち
ま
る
事
業
﹂︶
の

一
環
と
し
て
自
治
会
を
単
位
と
し
戸
別
訪
問
を

行
う﹁
大
阪
狭
山
市
耐
震
普
及
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
﹂

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
二
十
一
回  

大
阪
狭
山
市
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り
組
み
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
に
は
﹃
住
ま
い
の
防
災
・
耐
震

セ
ミ
ナ
ー
二
〇
一
六
～
市
民
ス
ク
ラ
ム
で
防
災

へ
ト
ラ
イ
！
～
﹄
と
題
し
た
耐
震
フ
ェ
ア
を
Ｓ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
︵
市
文
化
会
館
︶
で
行
い

ま
す
。
午
前
は
神
戸
学
院
大
学
ゼ
ミ
生
に
よ
る

小
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、午
後
か
ら
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

長
で
あ
る
河
田　

恵
昭
氏
を
お
招
き
し
講
演
及

び
市
長
と
の
意
見
交
換
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
や
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
の
実
物
展
示
な
ど
、
耐
震
の
意
識

向
上
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
取
り

組
み
自
体
は
ど
の
自
治
体
で
も
行
わ
れ
て
い
る

内
容
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
耐
震
へ
の
意
識

向
上
の
た
め
に
は
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
本
市
に
お
い
て

行
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
自
治
会
へ
の
周
知
や
セ
ミ
ナ
ー
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
調
整
な
ど
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
市
民
が
一
人

で
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
今
年
度
一
年
間
ア
ツ
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

を
行
っ
た
結
果
、
実
施
件
数
が
増
え
ま
し
た
。

た
だ
、
耐
震
改
修
申
請
件
数
は
や
は
り
少
な
く

耐
震
化
率
ア
ッ
プ
へ
結
び
つ
か
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
耐
震
改
修
ま
で
行
わ
な
い
の
か

と
い
う
理
由
に
は
﹁
耐
震
改
修
を
行
う
費
用
が

な
い
﹂
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
多
い
の
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
﹁
自
分
が
住
ん
で
い
る
家

は
安
全
﹂
と
の
意
識
の
方
も
少
な
く
は
な
い
の

か
と
思
い
ま
す
。

　
住
宅
耐
震
化
へ
の
課
題

　

先
に
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
本
市
の
木

造
住
宅
耐
震
化
率
は
約
七
七
％
と
大
阪
府
の

八
三
．五
％
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
に

あ
り
、
目
標
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
た
め
に
耐

震
改
修
を
行
っ
て
も
ら
え
る
様
な
施
策
の
推
進

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
頭
で
は
分

か
っ
て
い
る
も
の
の
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

の
か
、
何
を
す
れ
ば
耐
震
化
に
結
び
付
く
の
か

で
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
住
宅
耐
震
化
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
自

治
会
を
単
位
と
し
た
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
耐
震
化
率
は
な
か
な
か
向
上

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
的
な
問
題
で
耐
震
化

率
が
向
上
し
な
い
の
な
ら
今
ま
で
の
様
に
﹁
改

修
し
耐
震
化
率
を
ア
ッ
プ
す
る
﹂
と
の
目
線
を

少
し
変
え
て
大
地
震
が
起
こ
っ
た
際
﹁
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
の
か
﹂
と
い
う
市
民
一
人
ひ
と
り

の
防
災
や
耐
震
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
ま
す
。

意
識
の
向
上
は
費
用
負
担
な
く
で
き
ま
す
し
、

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
の
策
は
比
較
的
少
な
い

費
用
で
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
地
震
が
発
生
し

た
際
の
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
家
族
で
決
め

る
な
ど
市
民
の
意
識
向
上
の
延
長
線
上
に
耐
震

改
修
が
あ
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
︵
こ
れ
を

言
う
と
﹁
耐
震
化
率
の
目
標
達
成
は
い
つ
に
な

る
？
﹂
と
怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
︶。

耐
震
化
へ
の
意
識
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

　
﹁
市
民
の
防
災
や
耐
震
に
対
す
る
意
識
向
上

が
必
要
で
あ
る
の
で
は
﹂
と
言
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
、
本
市
の
今
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
触
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。　
　

　

こ
れ
ま
で
に
も
Ｐ
Ｒ
活
動
や
耐
震
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
大
阪
狭
山
市
耐
震
普
及
ロ
ー
ラ
ー
作

戦
な
ど
で
住
民
の
意
識
は
向
上
し
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
更
に
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
大
阪
府
が
行
う
新
た
な
事
業
﹃
重
点
取

り
組
み
地
区
に
よ
る
耐
震
化
促
進
事
業
﹄
に
大

阪
府
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
市
が
共
に
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

ま
ず
、
昭
和
五
六
年
以
前
に
開
発
さ
れ
た
地

区
の
中
か
ら
木
造
住
宅
五
〇
〇
戸
程
の
﹁
モ
デ

ル
地
区
﹂
を
選
定
し
、
重
点
的
に
耐
震
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
地
区
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
そ
の
回
答
を
ベ
ー
ス
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
自
治
会
館
に
出
向
き
地

域
密
着
型
で
相
談
員
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開

設
、
そ
れ
で
も
反
応
の
無
い
方
を
中
心
に
戸
別

訪
問
に
よ
り
住
宅
耐
震
化
の
説
明
等
診
断
や
改

修
へ
向
け
た
普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、

再
度
地
区
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
事
業
を
通

じ
耐
震
化
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が
見
ら
れ
た

か
検
証
し
課
題
の
整
理
を
行
い
次
に
つ
な
げ
る

と
い
う
取
り
組
み
で
、
事
業
の
期
間
は
一
年
で

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
な
ど
不
安
な

と
こ
ろ
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
地
区
と
共
に
取

大阪狭山市

嶋
田
　
義
則

　
大
阪
狭
山
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

一
九
七
二
年	

富
田
林
市
生
ま
れ

一
九
九
一
年	

柏
原
高
等
学
校
卒（
現
東
大
阪
大
学
柏
原
高
等
学
校
）

	

大
阪
狭
山
市
入
庁

二
〇
一
六
年	

広
域
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
か
ら
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
へ

狭山池北堤桜並木を眺めるラバーダック
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2016

第 9 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 9 回 対象作品
「建築人」2016 年１月号から 2016 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2017 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

国
立
競
技
場
の
建
物
解
体
の
是
非
に
つ
い
て
、多
く
の
反
対
意
見

が
あ
っ
た
が
、今
は
跡
形
も
何
も
な
い
。

一
方
、今
回
取
り
上
げ
る﹁
大
阪
府
立
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
﹂は
、

利
用
者
た
ち
自
ら
が
存
続
危
機
に
立
上
っ
て
今
が
あ
る
。

　

建
物
は
、当
時
漁
港
で
あ
っ
た
場
所
を
埋
め
立
て
る
代
償
と
し

て
、地
元
住
民
の
健
康
増
進
や
娯
楽
提
供
の
目
的
で
計
画
さ
れ

た
。設
計
は
槇
総
合
計
画
事
務
所
が
担
当
し
、施
工
は
銭
高
組
が

請
負
っ
た
。建
物
規
模
は
地
下
一
階・地
上
二
階
建
て
で
、昭
和
四
七

年︵
一九
七
二
年
︶に
竣
工
し
た
。

　

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど
も
数
多
く
利

用
す
る
施
設
で
あ
っ
た
が
、平
成
二
〇
年︵
二
〇
〇
八
年
︶に
大
阪
府

行
財
政
改
革
の
対
象
と
な
り
、こ
の
施
設
を
廃
止
し
て
他
施
設
へ
統

合
す
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。そ
の
方
針
に
多
く
の
市
民
や
利
用
者
た

ち
が
反
対
の
声
を
上
げ
た
。そ
し
て
施
設
の
存
続
を
熱
望
す
る
人
々

が
集
ま
り﹁
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
支
援
の
会
﹂が
発
足
。大
阪
府

か
ら
、改
修
工
事
額
に
必
要
な
費
用
三
億
円
の
半
分
を
集
め
る
こ

と
を
存
続
の
条
件
と
し
て
示
さ
れ
た
が
、こ
の
施
設
を
愛
す
る
人
々

の
輪
は
、更
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。匿
名
の
大
口
寄
付
も
あ
り
、最
終
的

に
寄
付
額
は
目
標
の一億
五
千
万
円
に
達
し
、存
続
が
決
定
し
た
。

　

今
も
、訪
れ
る
人
々
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
気
に
入
っ
た
場
所
を
見
つ
け

て
は
楽
し
ん
で
い
る
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

四
月
二
十
日︵
水
︶十
四
時
～
十
五
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
一
名　

監
事
一
名

︵
１
︶
二
七
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

本
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、当
期
一
般
正
味
財
産
増
減

額
は
三
、四
五
二
、一一一円
と
な
り
、一般
正
味
財
産
期
首

残
高
二
二
、〇
四
二
、三
〇
六
円
か
ら
同
期
末
残
高
を

二
五
、四
九
四
、四
一
七
円
と
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
事
業
収
支
が
約
一
一
七
〇
万
円
の
黒
字

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
一
〇
〇
万
円
と
通
常
積

立
額
の
六
〇
〇
万
円
を
退
職
引
当
額
に
充
当
し
、

二
八
年
度
予
算
に
六
〇
〇
万
円
を
計
上
す
る
こ
と

で
、
二
八
年
度
に
必
要
と
さ
れ
る
退
職
引
当
総
額

四
六
〇
〇
万
円
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
二
七
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

監
事
か
ら
、
事
業
報
告
は
法
令
及
び
定
款
に
従
い

法
人
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、
計
算
書
類

等
は
、
法
人
の
財
産
の
状
況
を
適
正
に
表
示
し
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
技
術
顧
問
つ
い
て

藤
田
忍
氏
︵
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授
︶
に
、

二
七
年
度
の
理
事
任
期
満
了
を
機
に
技
術
顧
問
に

就
任
い
た
だ
く
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
四
団
体
共
通
ロ
ゴ
の
使
用
に
つ
い
て

本
会
及
び
建
築
協
会
、
事
務
所
協
会
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
の

四
会
首
長
に
よ
る
意
見
交
換
会
か
ら
の
提
案
で
、

四
団
体
が
協
力
し
て
建
築
の
視
点
で
街
を
元
気
に

さ
せ
る
活
動
を
大
阪
か
ら
発
信
す
る
た
め
に
共
通

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
四
会
の
主
な
行
事
等
に
使
用
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
理
事
辞
任
と
後
任
に
つ
い
て

宮
地
雄
一
郎
理
事
の
辞
任
申
し
出
に
よ
り
、
後
任

と
し
て
小
谷
美
樹
氏
を
二
八
年
度
理
事
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

二

　
　

二
〇
一
五
年
の
建
築
相
談
室

橋
本
頼
幸

　

二
〇
一
五
年
度
の
建
築
相
談
室
の
活
動
を
ま
と

め
ま
す
。建
築
相
談
室
で
は
電
話
相
談
に
加
え
て
、

面
談
相
談
、現
地
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
五
年
分
の
変
化
と
と
も
に
集
計
を
し
た
の
が

図
１
で
す
。

　

一
五
年
度
は
一
四
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。

面
接
相
談
と
現
地
相
談
を
合
計
し
た
有
料
相
談
の

件
数
は
六
六
件
︵
一
四
年
度
七
六
件
︶
と
比
べ
て

少
し
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
件
数
は
電
話
申
し
込

み
の
件
数
で
、実
施
さ
れ
た
面
接
相
談
は
二
一
件
、

現
地
相
談
は
四
五
件
あ
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
相
談
が
平
日
月
～
金
の

毎
日
に
な
り
ま
し
た
。
曜
日
別
集
計
は
一
四
年
度

同
様
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
が
多
く
、
火
曜

日
・
木
曜
日
は
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。
特
に
月

曜
日
と
金
曜
日
は
相
談
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

相
談
者
の
属
性
は
、
建
築
主
︵
一
般
︶
が
主
で

す
が
、
供
給
側
で
あ
る
建
築
士
・
設
計
監
理
者

一
一
件
／
施
工
者
一
三
件
／
不
動
産
・
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
業
者
一
一
件
と
一
四
年
度
に
比
べ
建
築
士
は

減
っ
て
い
ま
す
が
、他
は
微
増
し
ま
し
た︵
図
２
︶。

　

相
談
が
多
い
分
野
は
、﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
﹂、﹁
品

質
・
瑕
疵
保
証
・
保
険
﹂、﹁
紛
争
︵
対
施
工
者
︶﹂

で
し
た
。
こ
の
中
で
﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
﹂
が
一
四
年

度
に
比
べ
２
割
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
一
五

年
度
に
初
め
て
集
計
し
た﹁
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
﹂

は
、年
間
で
一
二
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。﹁
耐

震
﹂﹁
維
持
管
理
﹂
は
減
少
し
、﹁
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

高
齢
者
対
応
﹂
は
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
紛
争
の

相
手
方
で
﹁
対
近
隣
﹂﹁
対
建
築
主
﹂
が
増
加
し

ま
し
た
。
少
し
減
っ
た
も
の
の
設
計
監
理
者
と
の

紛
争
は
一
四
件
、
逆
に
建
築
主
と
の
紛
争
も
一
六

件
あ
り
、
建
築
士
が
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

相
談
対
象
物
件
は
、
全
体
の
六
割
強
が
戸
建
て

︵
所
有
︶
で
し
た
が
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
談

が
一
・
五
倍
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

非
所
有
・
非
住
戸
も
増
え
相
談
内
容
も
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

本
報
告
の
詳
細
な
内
容
は
大
阪
府
建
築
士
会
・

建
築
相
談
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　河合哲夫　　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　中間伸和　　　橋本頼幸　　

　　　　　　　　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

図 1　過去 5年の相談件数の推移図 2　平成 27年度の相談者の属性

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

面接相談 10 7 21 29 21

現地相談 36 33 29 47 45

延べ相談件数 419 477 542 601 608
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ヒルサイドテラス　設計：槇総合計画事務所（槇文彦）

　1960年代、ヒルサイドテラスの敷地は代官山と呼ばれる武蔵野
の面影を残す郊外にある、緑が多く傾斜した細長い土地でしかな
く、朝倉家は数軒の木造住宅を所有しているだけだった。
　計画内容や建設方法は異なるものの、ヒルサイドテラスの建築
群を様々なフェイズでデザインするうえでいくつかのテーマは一貫し
ていた。もっとも重要視していたのは、内部空間と外部空間をともに
いかに親密に感じることができるかというテーマである。次に重要な
テーマは、ファサードと街路の間の相互作用であり、歩道を人々の
活動の場としてとらえることであった。共用の歩行者エリアは、その
周りに集められた商店への移行空間として位置づけられている。
　この建築群の様々なフェイズは、それぞれの時代の建設方法と日
本の伝統的な作法、すなわち与えられた敷地の性格や境界に敬意
を払うという設計手法とをどのように統合するかを常に検討していた
という点で、さらに統一感をもったものとなっている。ヒルサイドテラス
の場合は、敷地の持つ歴史的な背景が重要だった。小さな杜が古
墳の上に建てられており、東京が小さな漁村でしかなかった7世紀
頃からこの土地は人々の住まいであったことがわかる。古代から続く
場の精神を受け継ぐことがこの計画の重要なコンセプトを形成して
いたからこそ、多くのフェイズを経た後でも、単一の建物では実現で
きないような時を経た変化という感覚を表現できているのだと思う。

上空からの写真　撮影：ASPI
所 在 地：東京都渋谷区
完 成 年：1969‒1992年
用　　途：店舗・ギャラリー・集合住宅・

事務所・ホール
敷地面積：AB棟／7,167㎡・C棟／

7,167㎡・DE棟／7,319㎡・
F棟／1,979㎡・G棟／993㎡・
H棟／331㎡

延床面積：AB棟／1,849㎡・C棟／
2,436㎡・DE棟／5,105㎡・
F棟／5,140㎡・G棟／2,726㎡

構造設計：ABC棟／山杞設計
  DEFG棟／青木繁研究所 
設備設計：ABC棟／桜井建築設備研究所

DEFG棟／総合設備計画
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